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Cisco Unified CallManager の
ダイヤル プラン設定の分析

Cisco Unified CallManager Dialed Number Analyzer では、設定済みの Cisco Unified

CallManager のダイヤル プランを分析でき、ダイヤル番号のコール フローに関す

る詳細が提供されます。ダイヤルプランを展開する前に、このツールを使用して

複雑なダイヤル プランでの問題を識別し、ダイヤル プランを調整できます。ダ

イヤル プランの展開後にこのツールを使用して、ダイヤル番号のコール フロー

においてリアルタイムで発生する問題を識別することもできます。

Cisco Unified CallManager システムおよび多くのデバイスのクラスタについてダ

イヤル プランの分析に Cisco Unified CallManager Dialed Number Analyzer を使用

する場合は、ウィンドウにアクセスして分析のためのデータを迅速に入力できま

す。ただし、分析を行っても結果を表示できない場合があります。その場合は、

次のメッセージが表示されます。

Check if the DNA service is running. If the DNA service is 
running, then Dialed Number Analyzer is still initializing. Wait 
for a few minutes for Dialed Number Analyzer to initialize and 
try again.

このメッセージが表示されるのは、Dialed Number Analyzer が Cisco Unified

CallManager システムにデバイスを登録中のためです。メッセージをクリアし、

しばらく待ってから分析を行ってください。

Service Control ウィンドウの使用方法、および Dialed Number Analyzer を使用し

て Cisco Unified CallManager のダイヤル プラン設定を分析する方法については、

次の項目を参照してください。
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• データベースの同期（P.4-3）

• Analyzer ウィンドウを使用した簡単な分析（P.4-5）

• 電話を使用した分析（P.4-8）

• ゲートウェイを使用した分析（P.4-14）

• トランクを使用した分析（P.4-31）

• 分析出力の概要（P.4-36）

• 番号の削除命令およびダイヤル パターンのダンプ（P.4-70）

• Dialed Number Analyzer の出力ファイルの表示（P.4-72）

• Multiple Analyzer を使用した分析（P.4-73）

• トレース設定ファイルの表示（P.4-84）
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データベースの同期
Cisco Unified CallManager Dialed Number Analyzer では、Cisco Unified CallManager

データベース設定が複製され、ダイヤル プランのコールの分析に使用されます。

このため、このツールを使用して分析を行う前に、Dialed Number Analyzer が

Cisco Unified CallManager データベースと同期化されていることを確認してくだ

さい。Cisco Unified CallManager データベースを変更した場合は、Dialed Number

Analyzer にその変更内容を反映し、現行データを使用した分析を可能にします。

データベース変更の例として、デバイスの追加または削除、ルート パターンの

修正、ゲートウェイ設定の修正などが挙げられます。 

追加情報

P.4-86 の「関連項目」を参照してください。

データベース変更通知の有効化

Cisco Unified CallManager Administration を使用してデータベースを変更するたび

に、Cisco Unified CallManager Dialed Number Analyzer が Cisco Unified CallManager

からデータベース変更通知を受け取るようにすることができます。Dialed

Number Analyzer へのデータベース変更通知を有効にするには、次の手順を実行

します。

手順

ステップ 1 Dialed Number Analyzer において Service > Control Center を選択します。

Control Center ウィンドウが表示されます。Database Synchronization は Database の

Service Name 列の下に表示されます。

ステップ 2 デフォルトでは、Dialed Number Analyzer がインストールされると Database

Synchronization が有効になります。データベースの同期を有効のままにする場合

は、この設定を変更しないでください。
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（注） データベースの同期を無効にして再び有効にした場合は、必ず Dialed Number
Analyzer サービスを停止して開始し、Dialed Number Analyzer を Cisco Unified
CallManager データベースと同期化してください。Dialed Number Analyzer サービ

スの開始方法については、P.3-4 の「Dialed Number Analyzer サービスの開始」を

参照してください。

追加情報

P.4-86 の「関連項目」を参照してください。

データベースの同期の無効化

Cisco Unified CallManager データベースの変更について Dialed Number Analyzer に

通知しないように設定することができます。データベース変更の通知を無効にす

るには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Service > Control Center を選択します。

Control Center ウィンドウが表示されます。Database Synchronization は Database の

Service Name 列の下に表示されます。

ステップ 2 対応する Action 列で、Disable をクリックします。

追加情報

P.4-86 の「関連項目」を参照してください。
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Analyzer ウィンドウを使用した簡単な分析
簡単な分析では、発呼側番号と着信側番号を Dialed Number Analyzer に入力し、

分析用にコーリング サーチ スペースを選択します。Dialed Number Analyzer では、

このコーリング サーチ スペースを使用してダイヤル番号を分析します。特定の

デバイスを選択したり、その他の入力をしたりする必要はありません。Dialed

Number Analyzer では、ルート パターン、変換パターン、電話番号、CTI ルート

ポイントを分析できます。

分析のためにダイヤル番号を入力してコーリング サーチ スペースを選択し、発

呼側の日時を入力することで迅速な分析を実行する場合に限り、この手順を実行

してください。この手順を実行して出た分析結果では、パーティションの詳細や

AAR コーリング サーチ スペースの詳細などが Calling Party Information セクショ

ンに表示されません。番号をダイヤルする特定のデバイスを選択しないので、

Cisco Unified CallManager システムで設定されているデバイスに関連しない発呼

側番号を入力してください。 

Dialed Digits フィールドと Calling Party フィールドには、数字、# と *、アルファ

ベット A、a、B、b、C、c、D、d を分析用に入力できます。

簡単な分析を実行するには、Dialed Number Analyzer にアクセスして次の手順を

実行します。

手順

ステップ 1 Analysis > Analyzer を選択します。 

Analyzer ウィンドウが表示されます。このウィンドウで分析のための入力を行い

ます。

ステップ 2 Calling Party フィールドに発呼側番号を入力します。この番号をデバイスと関連

付ける必要はありません。

デフォルトでは、このフィールドに 1000 と表示されます。

ステップ 3 発呼側がコールする番号を Dialed Digits フィールドに入力します。
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ステップ 4 ダイヤル番号の分析に使用するコーリング サーチ スペースを Calling Search

Space ドロップダウン リスト ボックスから選択します。コーリング サーチ ス

ペースは、ダイヤル番号のルーティング方法を決めるために検索するパーティ

ションの集まりです。

ステップ 5 発呼側のタイム ゾーンを Device Time Zone ドロップダウン ボックスから選択し

ます。タイム ゾーンはデフォルトで表示されます。このタイム ゾーンは、Cisco

Unified CallManager がインストールされているサーバのオペレーティング シス

テムのタイム ゾーン情報を表します。

（注） Cisco Unified CallManager の Partition Configuration ウィンドウでパーティ
ションのタイム ゾーンが Originating Device に設定されている場合に限
り、このタイム ゾーンが分析に使用されます。

ステップ 6 Cisco Unified CallManager で Time-of-Day ルーティングが有効になっている場合

は、分析のためにタイム ゾーン、日付、時刻の設定を選択します。Time-of-Day

ルーティングが無効である場合は、デフォルト設定のままにします。

現地の日時がデフォルトで表示されます。この日時は、Cisco Unified CallManager

がインストールされているサーバのオペレーティング システムの日時情報を表

します。 

• Dialed Number Analyzer が分析に使用するタイム ゾーンを Time Zone ドロッ
プダウン リスト ボックスから選択します。デフォルトでは、GMT Monrovia,
Casablanca が表示されます。

• Dialed Number Analyzer が分析に使用する年月日を Date ドロップダウン リス
ト ボックスから選択します。

• Dialed Number Analyzer が分析に使用する時、分、秒、ミリ秒を Time ドロッ
プダウン リスト ボックスから選択します。

ステップ 7 分析を開始するには Do Analysis をクリックします。フィールドをクリアして

データを再入力するには Clear をクリックします。

Do Analysis をクリックすると、Dialed Number Analyzer がダイヤル番号を分析し、

結果が Analyzer Output ウィンドウという新しいウィンドウに表示されます。結

果を単に表示するか、結果を PC にファイル形式で保存して後で使用できます。 
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結果を保存するには、ステップ 8、9、10、11 を実行します。結果を保存しない

場合は、ステップ 12 に進みます。

ステップ 8 結果を保存するには、Analyzer Output ウィンドウの右上にある Save Result リン

クをクリックします。

File Download ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 9 Save をクリックします。 

Save As ダイアログボックスが表示されます。ファイルを保存する PC での場所

を指定します。 

ステップ 10 Save をクリックします。

結果は PC 上の XML ファイルに保存されます。保存されたファイルには、次の

ような名前が付きます。

DialedNumberAnalyzerOutput_<dialeddigits>.xml

<dialeddigits> は、Dialed Digits フィールドに入力した番号です。

ステップ 11 Download Complete ダイアログボックスで、Close をクリックして Save As の手順

を完了します。

（注） 保存した XML ファイルをブラウザで表示する方法については、「Dialed
Number Analyzer の出力ファイルの表示」を参照してください。

ステップ 12 Analyzer Output ウィンドウを閉じます。

追加情報

P.4-86 の「関連項目」を参照してください。
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電話を使用した分析
Dialed Number Analyzer では、Phones ウィンドウを使用して、デバイス名、説明、

電話番号、コーリング サーチ スペース、デバイス プール、デバイス タイプ、

コール ピックアップ グループで電話を検索して一覧表示できます。電話を検索

し、実行する分析でコールに使用するデバイスとして選択できます。さらに設定

済み電話回線（電話番号）を選択し、発呼側番号として使用することもできます。

電話および電話回線を選択し、その電話回線を使用して分析を行うには、次の項

目を参照してください。

• 電話の検索（P.4-8）

• 電話回線の選択（P.4-10）

• 電話を使用した分析の実行（P.4-11）

電話の検索

Dialed Number Analyzer では、使用できる電話を特定し、その電話からダイヤル

番号を分析できます。電話を特定するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Analysis > Phones を選択します。

Find and List Phones ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 最初の Find Phones where ドロップダウン リスト ボックスから、次のうちいずれ

かの条件を選択します。

• Device Name（デバイス名）

• Description（説明）

• Directory Number（電話番号）

• Calling Search Space（コーリング サーチ スペース）

• Device Pool（デバイス プール）

• Common Profile（共通のプロファイル）
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• Device Type（デバイス タイプ）

• Call Pickup Group Name（コール ピックアップ グループの名前）

• LSC Status（LSC ステータス）

• Device Security Mode（デバイス セキュリティ モード）

（注） このドロップダウン リスト ボックスで選択した条件により、電話の一覧
の表示方法が決まります。たとえば Device Name を選択すると、結果と
して生成される一覧の左側列として Name 列が表示されます。

（注） Directory Number、Calling Search Space、Call Pickup Group Name のうちい
ずれかを選択すると、データベースで使用可能なオプションが表示され
ます。

ステップ 3 2 番目の Find Phones where ドロップダウン リスト ボックスから、次のうちいず

れかの条件を選択します。

• begins with（が次の文字列で始まる）

• contains（が次の文字列を含む）

• ends with（が次の文字列で終わる）

• is exactly（が次の文字列と等しい）

• is not empty（が空ではない）

• is empty（が空である）

（注） Calling Search Space、Device Pool、Device Type、Common Profile、Call Pickup
Group Name のうちいずれかを最初のフィールドで選択した場合は、この
フィールドのドロップダウン リストから値を選択できます。

ステップ 4 ウィンドウごとに表示する項目数を指定します。

ステップ 5 適切な検索テキストを指定し（該当する場合）、Find をクリックします。 
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ヒント すべての電話を検索するには、検索テキストを入力せずに Find をク
リックするか、最初の Find Phones where ドロップダウン リスト ボッ
クスで Device Name、2 番目の Find Phones where ドロップダウン リス
ト ボックスで 「is not empty」 を選択します。

条件を満たす電話の一覧が表示されます。

このウィンドウには、電話とウィンドウの総数も表示されます。 

ステップ 6 検索された電話の次のセットを表示するには、Next をクリックします。

ステップ 7 レコードの一覧から、開くレコードをクリックします。

Phone Line Selection ウィンドウが表示されます。 

ステップ 8 P.4-10 の「電話回線の選択」に進みます。

追加情報

P.4-86 の「関連項目」を参照してください。

電話回線の選択

分析に使用する電話を識別したら、システムで設定されている電話回線を選択す

る必要があります。発呼側として電話回線を選択するには、次の手順を実行しま

す。

手順

ステップ 1 「電話の検索」の手順を実行し、発呼側デバイスとして使用する電話を検索しま

す。

Phone Line Selection ウィンドウに、電話の ID 番号、登録の詳細、および電話が

登録されているサーバの IP アドレスが表示されます。
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Phone Configuration 列に、デバイスの情報が表示されます。表示される情報は、

マシンのアドレス、電話が属すデバイス プール、コーリング サーチ スペース、

AAR コーリング サーチ スペース、メディア リソース グループ リストの詳細、

デバイスのタイム ゾーンです。

ステップ 2 レコードの一覧から、必要な電話回線の Line オプション ボタンをクリックして

電話回線を選択します。

（注） ウィンドウの右上または右下で Back to Find/List Phones リンクをクリッ
クし、Find and List Phones ウィンドウに戻ります。 

ステップ 3 P.4-11 の「電話を使用した分析の実行」の手順に進みます。

追加情報

P.4-86 の「関連項目」を参照してください。

電話を使用した分析の実行

電話を識別して電話回線を選択したら、分析のためにダイヤル番号を入力できま

す。ここでは、選択した電話回線を使用して分析を実行する方法について説明し

ます。

手順

ステップ 1 「電話の検索」の手順を実行し、発呼側デバイスとして使用する電話を検索しま

す。Phone Line Selection ウィンドウが表示されます。 

（注） Cisco Unified CallManager でその電話用に設定されているタイム ゾーン
が、Device Time Zone フィールドに表示されます。
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ステップ 2 「電話回線の選択」の手順を使用し、電話回線を選択します。

ステップ 3 選択した電話回線からダイヤルする番号を Dialed Digits フィールドに入力しま

す。

ステップ 4 Cisco Unified CallManager で Time-of-Day ルーティングが有効になっている場合

は、分析のためにタイム ゾーン、日付、時刻の設定を選択します。Time-of-Day

ルーティングが無効である場合は、デフォルト設定のままにします。 

現地の日時がデフォルトで表示されます。この日時は、Cisco Unified CallManager

がインストールされているサーバのオペレーティング システムのタイム ゾーン

情報を表します。

• Dialed Number Analyzer が分析に使用するタイム ゾーンを Time Zone ドロッ

プダウン リスト ボックスから選択します。デフォルトでは、GMT Monrovia,
Casablanca というタイム ゾーンが表示されます。

• Dialed Number Analyzer が分析に使用する年月日を Date ドロップダウン リス
ト ボックスから選択します。

• Dialed Number Analyzer が分析に使用する時、分、秒、ミリ秒を Time ドロッ
プダウン リスト ボックスから選択します。

ステップ 5 Do Analysis をクリックします。

Dialed Number Analyzer が、分析用に選択された電話回線およびデバイスのコー

リング サーチ スペースを選択します。結果は、Analyzer Output ウィンドウとい

う新しいウィンドウに表示されます。結果を単に表示するか、結果を PC にファ

イル形式で保存して後で使用できます。 

結果を保存するには、ステップ 6、7、8、9 を実行します。結果を保存しない場

合は、ステップ 10 に進みます。

ステップ 6 結果を保存するには、ウィンドウの右上にある Save Result リンクをクリックし

ます。

File Download ダイアログボックスが表示されます。
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ステップ 7 Save をクリックします。 

Save As ダイアログボックスが表示されます。ファイルを保存する PC での場所

を指定します。 

ステップ 8 Save をクリックします。

結果は PC 上の XML ファイルに保存されます。保存されたファイルには、次の

ような名前が付きます。

DialedNumberAnalyzerOutput_<dialeddigits>.xml

<dialeddigits> は、Dialed Digits フィールドに入力したダイヤル番号です。

ステップ 9 Download Complete ダイアログボックスで、Close をクリックして Save As の手順

を完了します。

（注） 保存した XML ファイルをブラウザで表示する方法については、「Dialed
Number Analyzer の出力ファイルの表示」を参照してください。

ステップ 10 Analyzer Output ウィンドウを閉じます。

（注） Analyzer Output ウィンドウを使用してフィールドに新しいデータを入力し、「電

話を使用した分析」の手順を使用して別の分析を実行できます。

追加情報

P.4-86 の「関連項目」を参照してください。
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ゲートウェイを使用した分析
Dialed Number Analyzer では、Cisco Unified CallManager がインバウンド コールを

受信するゲートウェイを検索して一覧表示できます。番号をダイヤルするゲート

ウェイ エンドポイントをゲートウェイの一覧から選択し、Cisco Unified CallManager

システムへのインバウンド コールのコール フローを分析できます。Cisco Unified

CallManager システムで設定されているゲートウェイ エンドポイントを選択でき

ます。

ゲートウェイの検索、ゲートウェイ エンドポイントの選択、ダイヤル番号の入

力、分析の実行については、次の項目を参照してください。

• ゲートウェイの検索（P.4-14）

• ゲートウェイ エンドポイントの選択および分析用の入力（P.4-16）

• ゲートウェイを使用した分析の実行（P.4-28）

ゲートウェイの検索

デバイス名、説明、DN/ ルート パターン、デバイス タイプ、コーリング サーチ

スペース、ルート グループ、デバイス プールにより、ゲートウェイを検索して

一覧表示できます。ここでは、ゲートウェイの検索手順について説明します。

手順

ステップ 1 Analysis > Gateways を選択します。

Find and List Gateways ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 最初の Find gateways where ドロップダウン リスト ボックスから、次のうちいず

れかの条件を選択します。

• Device Name（デバイス名）

• Description（説明）

• DN/Route Pattern（DN/ ルート パターン）

• Calling Search Space（コーリング サーチ スペース）
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• Device Pool（デバイス プール）

• Common Profile（共通のプロファイル）

• Route Group（ルート グループ）

• Device Type（デバイス タイプ）

（注） このドロップダウン リスト ボックスで選択した条件により、ゲートウェ
イの一覧の表示方法が決まります。たとえば Device Name を選択すると、
結果として生成される一覧の左側列として Name 列が表示されます。

（注） DN/Route Pattern、Calling Search Space、Route Group のうちいずれかを選
択すると、データベースで使用可能なオプションが表示されます。

ステップ 3 2 番目の Find gateways where ドロップダウン リスト ボックスから、次のうちい

ずれかの条件を選択します。

• begins with（が次の文字列で始まる）

• contains（が次の文字列を含む）

• ends with（が次の文字列で終わる）

• is exactly（が次の文字列と等しい）

• is not empty（が空ではない）

• is empty（が空である）

（注） Calling Search Space、Device Pool、Route Group、Common Profile、Device
Type のうちいずれかを最初のフィールドで選択した場合は、このフィー
ルドのドロップダウン リストから値を選択できます。

ステップ 4 ウィンドウごとに表示する項目数を指定します。

ステップ 5 ゲートウェイのエンドポイントを表示するか非表示にするかを指定します。 
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ステップ 6 適切な検索テキストを指定し（該当する場合）、Find をクリックします。

ヒント すべてのゲートウェイを検索するには、検索テキストを入力せずに
Find をクリックするか、最初の Find gateways where ドロップダウン リ
スト ボックスで Device Name、2 番目の Find gateways where ドロップ
ダウン リスト ボックスで 「is not empty」 を選択します。

条件を満たすゲートウェイの一覧が表示されます。表示される情報は、ゲート

ウェイ モデルごとに異なります。

このウィンドウにはデバイス総数も表示されます。

ステップ 7 検索されたゲートウェイの次のセットを表示するには、Next をクリックします。

追加情報

P.4-86 の「関連項目」を参照してください。

ゲートウェイ エンドポイントの選択および分析用の入力

検索条件を満たすゲートウェイが見つかったら、ゲートウェイ エンドポイント

を選択して発呼側と着信側の情報を入力する必要があります。ゲートウェイ エ

ンドポイントを選択するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 「ゲートウェイの検索」の手順を実行し、使用するゲートウェイを検索します。

ステップ 2 Find and List Gateways ウィンドウに表示されたレコードの一覧からゲートウェイ

を選択します。次のタイプから選択してください。

• Cisco IOS MGCP ゲートウェイ
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• IOS MGCP 以外のゲートウェイ

• Cisco IOS H.323 ゲートウェイ

• アナログ アクセス ゲートウェイ

• Cisco VG248 Analog Phone ゲートウェイ

• Cisco IOS SCCP ゲートウェイ

ゲートウェイのタイプにより、異なる情報が表示されます。

各ゲートウェイ タイプのゲートウェイ エンドポイントの選択については、次の

項目を参照してください。

• Cisco IOS MGCP / Cisco IOS SCCP ゲートウェイの選択（P.4-17）

• IOS MGCP 以外のゲートウェイの選択（P.4-21）

• Cisco IOS H.323 ゲートウェイの選択（P.4-23）

• アナログ アクセス ゲートウェイの選択（P.4-24）

• Cisco VG248 Analog Phone ゲートウェイの選択（P.4-26）

Cisco IOS MGCP / Cisco IOS SCCP ゲートウェイの選択

検索条件を満たすゲートウェイが見つかったら、Cisco IOS MGCP ゲートウェイ

エンドポイントおよび Cisco IOS SCCP ゲートウェイを選択できます。次に示す

のは Cisco IOS MGCP ゲートウェイの一覧です。

• Cisco Voice Gateway 200（VG200）

• Cisco IOS 269X、26XX、364X、366X、3725、3745 ゲートウェイ

• Cisco Catalyst 4000 アクセス ゲートウェイ モジュール

• Cisco Catalyst 4224 Voice Gateway Switch

• コミュニケーション メディア モジュール

• Cisco IAD2400

• Cisco ICS77XX-ASI160、Cisco ICS77XX-ASI81、Cisco ICS77XX-MRP2xx、
Cisco ICS77XX-MRP3-16FXS、Cisco ICS77XX-MRP3-8FXO-M1、Cisco 
ICS77XX-MRP3-8FXS、Cisco ICS77XX-MRP3xx ゲートウェイ
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Cisco IOS MGCP/IOS SCCP ゲートウェイ エンドポイントを分析用に選択するに

は、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 「ゲートウェイの検索」の手順を実行し、使用するゲートウェイを検索します。

Cisco IOS MGCP/IOS SCCP ゲートウェイ エンドポイントにアクセスする方法は

2 つあります。1 つは、Gateway Information ウィンドウからエンドポイント識別

子に直接アクセスする方法です。もう 1 つは、すべての設定済みエンドポイント

の一覧を新しいウィンドウで確認してからそのうちのいずれかを選択する方法

です。

次の手順のうちいずれかを実行してください。

手順 1

• Find and List Gateways ウィンドウに表示されるレコードの一覧から、使用す
るゲートウェイをクリックします。

－ インストールされている音声インターフェイス カードおよびエンドポ
イント識別子が、カードごとに Gateway Information ウィンドウに一覧表
示されます。エンドポイント識別子は、選択されたデバイス用に設定さ
れているポートを表します。

－ エンドポイント識別子の一覧から、必要なエンドポイントをクリックし
ます。ゲートウェイ情報とポート情報が適切なウィンドウに表示されま
す。

（注） Cisco Unified CallManager でその電話用に設定されているタイム 
ゾーンが、Device Time Zone フィールドに表示されます。

－ このエンドポイント用に設定されている発呼側番号が、Calling Party 
フィールドに表示されます。 

－ ダイヤルする番号を Dialed Digits フィールドに入力します。

－ Cisco Unified CallManager で Time-of-Day ルーティングが有効になってい
る場合は、分析のためにタイム ゾーン、日付、時刻の設定を選択しま
す。Time-of-Day ルーティングが無効である場合は、デフォルト設定の
ままにします。 



4-19
Cisco Unified CallManager Dialed Number Analyzer ガイド

OL-10652-01-J

第 4 章      Cisco Unified CallManager のダイヤル プラン設定の分析

ゲートウェイを使用した分析

（注） Cisco Unified CallManager がインストールされているサーバのオ
ペレーティング システムの日時情報を表す現地の日時が、デ
フォルトで表示されます。Cisco Unified CallManager のシステム
時刻と異なる日時設定を選択できます。

Dialed Number Analyzer が分析に使用するタイム ゾーンを Time Zone ド
ロップダウン リスト ボックスから選択します。デフォルトでは、GMT 
Monrovia, Casablanca が表示されます。

Dialed Number Analyzer が分析に使用する年月日を Date ドロップダウン 
リスト ボックスから選択します。

Dialed Number Analyzer が分析に使用する時、分、秒、ミリ秒を Time ド
ロップダウン リスト ボックスから選択します。

－ ダイヤル番号のコール フローを分析するには、Do Analysis をクリック
します。 

－ 分析手順を完了するには、「ゲートウェイを使用した分析の実行」の手
順を実行します。

手順 2

• Find and List Gateways ウィンドウに表示されるレコードの一覧で、使用する
レコードの See Endpoints リンクをクリックします。

エンドポイントが新しいウィンドウに表示されます。BRI とアナログ エンド
ポイントを分析用に選択できます。

－ 新しいウィンドウのエンドポイントの一覧から、使用するレコードをク
リックします。ゲートウェイ情報とポート情報が Gateway Information
ウィンドウに表示されます。 

（注） Cisco Unified CallManager でそのエンドポイント用に設定されて
いるタイム ゾーンが、Device Time Zone フィールドに表示され
ます。 

－ このエンドポイント用に設定されている発呼側番号が、Calling Party 
フィールドに表示されます。 

－ ダイヤルする番号を Dialed Digits フィールドに入力します。
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－ Cisco Unified CallManager で Time-of-Day ルーティングが有効になってい
る場合は、分析のためにタイム ゾーン、日付、時刻の設定を選択しま
す。Cisco Unified CallManager で Time-of-Day ルーティングが無効である
場合は、デフォルト設定のままにします。 

（注） Cisco Unified CallManager がインストールされているサーバのオ
ペレーティング システムの日時情報を表す現地の日時が、デ
フォルトで表示されます。Cisco Unified CallManager のシステム
時刻と異なる日時設定を選択できます。

Dialed Number Analyzer が分析に使用するタイム ゾーンを Time Zone ド
ロップダウン リスト ボックスから選択します。デフォルトでは、GMT 
Monrovia, Casablanca が表示されます。

Dialed Number Analyzer が分析に使用する年月日を Date ドロップダウン 
リスト ボックスから選択します。

Dialed Number Analyzer が分析に使用する時、分、秒、ミリ秒を Time ド
ロップダウン リスト ボックスから選択します。

－ ダイヤル番号のコール フローを分析するには、Do Analysis をクリック
します。 

分析手順を完了するには、「ゲートウェイを使用した分析の実行」の手
順を実行します。

（注） 各ゲートウェイには、複数のエンドポイントを持つ 1 つまたは複数の
ポートが設定されています。選択したゲートウェイのすべてのポートが、
Gateway Information ウィンドウの左側フレームに表示されます。別のエ
ンドポイントをクリックすると、そのエンドポイントの Gateway 
Information ウィンドウが表示されます。

（注） Gateway Information ウィンドウの右上または右下で Back to main 
Gateway Information リンクをクリックして Gateway Information ウィン
ドウに戻るか、または Back to Find/List Gateways リンクをクリックして
Find and List Gateways ウィンドウの検索済みゲートウェイに戻ります。
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追加情報

P.4-86 の「関連項目」を参照してください。

IOS MGCP 以外のゲートウェイの選択

検索条件を満たすゲートウェイが見つかったら、IOS MGCP 以外のゲートウェイ

エンドポイントを選択できます。次に示すのは IOS MGCP 以外のゲートウェイ

の一覧です。

• Cisco Catalyst 6000 E1 VoIP ゲートウェイ

• Cisco Catalyst 6000 T1 VoIP ゲートウェイ

• Cisco DT-24+ または DE-30+ デジタル アクセス トランク ゲートウェイ

IOS MGCP 以外のゲートウェイ エンドポイントを分析用に選択するには、次の

手順を実行します。

手順

ステップ 1 「ゲートウェイの検索」の手順を実行し、使用するゲートウェイを検索します。

ステップ 2 Find and List Gateways ウィンドウに表示されるレコードの一覧から、使用する

IOS MGCP 以外のゲートウェイをクリックします。

デバイス情報とコール ルーティング情報が Gateway Information ウィンドウに表

示されます。

（注） Cisco Unified CallManager でそのゲートウェイ用に設定されているタイ
ム ゾーンが、Time Zone フィールドに表示されます。デフォルトでは、
GMT Monrovia, Casablanca が表示されます。

ステップ 3 このエンドポイント用に設定されている発呼側番号が、Calling Party フィールド

に表示されます。

ステップ 4 ダイヤルする番号を Dialed Digits フィールドに入力します。
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ステップ 5 Cisco Unified CallManager で Time-of-Day ルーティングが有効になっている場合

は、分析のためにタイム ゾーン、日付、時刻の設定を選択します。Cisco Unified

CallManager で Time-of-Day ルーティングが無効である場合は、デフォルト設定

のままにします。 

（注） Cisco Unified CallManager がインストールされているサーバのオペレー
ティング システムの日時情報を表す現地の日時が、デフォルトで表示さ
れます。Cisco Unified CallManager のシステム時刻と異なる日時設定を選
択できます。

• Dialed Number Analyzer が分析に使用するタイム ゾーンを Time Zone ドロッ
プダウン リスト ボックスから選択します。デフォルトでは、GMT Monrovia,
Casablanca が表示されます。

• Dialed Number Analyzer が分析に使用する年月日を Date ドロップダウン リス
ト ボックスから選択します。

• Dialed Number Analyzer が分析に使用する時、分、秒、ミリ秒を Time ドロッ
プダウン リスト ボックスから選択します。

ステップ 6 ダイヤル番号のコール フローを分析するには、Do Analysis をクリックします。

ステップ 7 分析手順を完了するには、「ゲートウェイを使用した分析の実行」の手順を実行

します。

（注） ウィンドウの右上または右下で Back to Find/List Gateways リンクをク
リックし、Find and List Gateways ウィンドウの検索済みゲートウェイに
戻ります。

追加情報

P.4-86 の「関連項目」を参照してください。
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Cisco IOS H.323 ゲートウェイの選択

検索条件を満たす一連のゲートウェイが見つかったら、Cisco IOS H.323 ゲート

ウェイ エンドポイントを選択できます。Cisco IOS H.323 ゲートウェイ エンドポ

イントを分析用に選択するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 「ゲートウェイの検索」の手順を実行し、使用するゲートウェイを検索します。

ステップ 2 Find and List Gateways ウィンドウに表示されるレコードの一覧から、使用する

Cisco IOS H.323 ゲートウェイをクリックします。デバイス情報とコール ルーティ

ング情報が Gateway Information ウィンドウに表示されます。

（注） Cisco Unified CallManager でそのゲートウェイ用に設定されているタイ
ム ゾーンが、Time Zone フィールドに表示されます。デフォルトでは、
GMT Monrovia, Casablanca が表示されます。

ステップ 3 このエンドポイント用に設定されている発呼側番号が、Calling Party フィールド

に表示されます。

ステップ 4 ダイヤルする番号を Dialed Digits フィールドに入力します。

ステップ 5 Cisco Unified CallManager で Time-of-Day ルーティングが有効になっている場合

は、分析のためにタイム ゾーン、日付、時刻の設定を選択します。Cisco Unified

CallManager で Time-of-Day ルーティングが無効である場合は、デフォルト設定

のままにします。 

（注） Cisco Unified CallManager がインストールされているサーバのオペレー
ティング システムの日時情報を表す現地の日時が、デフォルトで表示さ
れます。Cisco Unified CallManager のシステム時刻と異なる日時設定を選
択できます。
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• Dialed Number Analyzer が分析に使用するタイム ゾーンを Time Zone ドロッ
プダウン リスト ボックスから選択します。デフォルトでは、GMT Monrovia,
Casablanca が表示されます。

• Dialed Number Analyzer が分析に使用する年月日を Date ドロップダウン リス
ト ボックスから選択します。

• Dialed Number Analyzer が分析に使用する時、分、秒、ミリ秒を Time ドロッ
プダウン リスト ボックスから選択します。

ステップ 6 ダイヤル番号のコール フローを分析するには、Do Analysis をクリックします。

ステップ 7 分析手順を完了するには、「ゲートウェイを使用した分析の実行」の手順を実行

します。

（注） ウィンドウの右上または右下で Back to Find/List Gateways リンクをク
リックし、Find and List Gateways ウィンドウの検索済みゲートウェイに
戻ります。

追加情報

P.4-86 の「関連項目」を参照してください。

アナログ アクセス ゲートウェイの選択

検索条件を満たす一連のゲートウェイが見つかったら、アナログ アクセス ゲー

トウェイ エンドポイントを選択できます。次に示すのはアナログ アクセス ゲー

トウェイの一覧です。

• Cisco Catalyst 6000 24 Port FXS ゲートウェイ

• アナログ アクセス AS-2、AS-4、AS-8、AT-2、AT-4、AT-8 

アナログ アクセス ゲートウェイ エンドポイントを分析用に選択するには、次の

手順を実行します。
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手順

ステップ 1 「ゲートウェイの検索」の手順を実行し、使用するゲートウェイを検索します。

ステップ 2 Find and List Gateways ウィンドウに表示されるレコードの一覧から、使用するア

ナログ アクセス ゲートウェイをクリックします。

Gateway Information ウィンドウの左側フレームに、ゲートウェイ用に設定されて

いるすべてのポートが表示されます。

（注） Cisco Unified CallManager でそのゲートウェイ用に設定されているタイ
ム ゾーンが、Time Zone フィールドに表示されます。デフォルトでは、
GMT Monrovia, Casablanca が表示されます。

ステップ 3 コールする必要があるポートをクリックします。

Gateway Information ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 このエンドポイント用に設定されている発呼側番号が、Calling Party フィールド

に表示されます。

ステップ 5 ダイヤルする番号を Dialed Digits フィールドに入力します。

ステップ 6 Cisco Unified CallManager で Time-of-Day ルーティングが有効になっている場合

は、分析のためにタイム ゾーン、日付、時刻の設定を選択します。Cisco Unified

CallManager で Time-of-Day ルーティングが無効である場合は、デフォルト設定

のままにします。

（注） Cisco Unified CallManager がインストールされているサーバのオペレー
ティング システムの日時情報を表す現地の日時が、デフォルトで表示さ
れます。Cisco Unified CallManager のシステム時刻と異なる日時設定を選
択できます。
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• Dialed Number Analyzer が分析に使用するタイム ゾーンを Time Zone ドロッ
プダウン リスト ボックスから選択します。デフォルトでは、GMT Monrovia,
Casablanca が表示されます。

• Dialed Number Analyzer が分析に使用する年月日を Date ドロップダウン リス
ト ボックスから選択します。

• Dialed Number Analyzer が分析に使用する時、分、秒、ミリ秒を Time ドロッ
プダウン リスト ボックスから選択します。

ステップ 7 ダイヤル番号のコール フローを分析するには、Do Analysis をクリックします。

ステップ 8 分析手順を完了するには、「ゲートウェイを使用した分析の実行」の手順を実行

します。

（注） ウィンドウの右上または右下で Back to Find/List Gateways リンクをク
リックし、Find and List Gateways ウィンドウの検索済みゲートウェイに
戻ります。

追加情報

P.4-86 の「関連項目」を参照してください。

Cisco VG248 Analog Phone ゲートウェイの選択

検索条件を満たす一連のゲートウェイが見つかったら、Cisco VG248 Analog

Phone ゲートウェイに適用できる Cisco VG248 Analog Phone ゲートウェイ エンド

ポイントを選択できます。Cisco VG248 Analog Phone ゲートウェイ エンドポイン

トを分析用に選択するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 「ゲートウェイの検索」の手順を実行し、使用するゲートウェイを検索します。
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ステップ 2 Find and List Gateways ウィンドウに表示されるレコードの一覧から、使用する

ゲートウェイをクリックします。

選択したゲートウェイ用に設定されているすべてのポートが、Gateway 

Information ウィンドウに表示されます。

（注） Cisco Unified CallManager でそのゲートウェイ用に設定されているタイ
ム ゾーンが、Time Zone フィールドに表示されます。デフォルトでは、
GMT Monrovia, Casablanca が表示されます。

ステップ 3 必要なポートを選択してクリックします。

設定されていないポートをクリックすると、ポートが設定されていないことを通

知するメッセージが表示されます。

設定済みポートを選択すると、Phone Line Selection ウィンドウが表示されます。 

ステップ 4 レコードの一覧から、必要な電話回線の Line オプション ボタンをクリックしま

す。

ステップ 5 ダイヤルする番号を Dialed Digits フィールドに入力します。

ステップ 6 Cisco Unified CallManager で Time-of-Day ルーティングが有効になっている場合

は、分析のためにタイム ゾーン、日付、時刻の設定を選択します。Cisco Unified

CallManager で Time-of-Day ルーティングが無効である場合は、デフォルト設定

のままにします。

（注） Cisco Unified CallManager がインストールされているサーバのオペレー
ティング システムの日時情報を表す現地の日時が、デフォルトで表示さ
れます。Cisco Unified CallManager のシステム時刻と異なる日時設定を選
択できます。
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• Dialed Number Analyzer が分析に使用するタイム ゾーンを Time Zone ドロッ
プダウン リスト ボックスから選択します。デフォルトでは、GMT Monrovia,
Casablanca が表示されます。

• Dialed Number Analyzer が分析に使用する年月日を Date ドロップダウン リス
ト ボックスから選択します。

• Dialed Number Analyzer が分析に使用する時、分、秒、ミリ秒を Time ドロッ
プダウン リスト ボックスから選択します。

ステップ 7 ダイヤル番号のコール フローを分析するには、Do Analysis をクリックします。

ステップ 8 分析手順を完了するには、「ゲートウェイを使用した分析の実行」の手順を実行

します。

（注） ウィンドウの右上または右下で Back to Find/List Gateways リンクをク
リックし、Find and List Gateways ウィンドウの検索済みゲートウェイに
戻ります。

追加情報

P.4-86 の「関連項目」を参照してください。

ゲートウェイを使用した分析の実行

ゲートウェイ エンドポイントを選択して分析用の入力を行ったら、ダイヤル番

号を分析できます。分析を行うには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 「ゲートウェイの検索」の手順を実行し、使用するゲートウェイを検索します。
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ステップ 2 Find and List Gateways ウィンドウからゲートウェイ エンドポイントを選択しま

す。次のセクションの、ゲートウェイのタイプに応じた手順を実行し、発呼側情

報または着信側情報を Gateway Information ウィンドウに入力します。

• Cisco IOS MGCP / Cisco IOS SCCP ゲートウェイの選択（P.4-17）

• IOS MGCP 以外のゲートウェイの選択（P.4-21）

• Cisco IOS H.323 ゲートウェイの選択（P.4-23）

• アナログ アクセス ゲートウェイの選択（P.4-24）

• Cisco VG248 Analog Phone ゲートウェイの選択（P.4-26）

ステップ 3 Cisco Unified CallManager で Time-of-Day ルーティングが有効になっている場合

は、分析のためにタイム ゾーン、日付、時刻の設定を選択します。Cisco Unified

CallManager で Time-of-Day ルーティングが無効である場合は、デフォルト設定

のままにします。 

（注） Cisco Unified CallManager がインストールされているサーバのオペレー
ティング システムの日時情報を表す現地の日時が、デフォルトで表示さ
れます。Cisco Unified CallManager のシステム時刻と異なる日時設定を選
択できます。

• Dialed Number Analyzer が分析に使用するタイム ゾーンを Time Zone ドロッ
プダウン リスト ボックスから選択します。デフォルトでは、GMT Monrovia,
Casablanca が表示されます。

• Dialed Number Analyzer が分析に使用する年月日を Date ドロップダウン リス
ト ボックスから選択します。

• Dialed Number Analyzer が分析に使用する時、分、秒、ミリ秒を Time ドロッ
プダウン リスト ボックスから選択します。

ステップ 4 Do Analysis をクリックします。

Dialed Number Analyzer は、選択されたエンドポイント用に指定されているコー

リング サーチ スペースを使用してダイヤル番号を分析します。結果は、Analyzer

Output ウィンドウという新しいウィンドウに表示されます。結果を単に表示する

か、結果を PC にファイル形式で保存して後で使用できます。 
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結果を保存するには、ステップ 5、6、7、8 を実行します。結果を保存しない場

合は、ステップ 9 に進みます。

ステップ 5 結果を保存するには、ウィンドウの右上にある Save Result リンクをクリックし

ます。

File Download ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 6 Save をクリックします。 

Save As ダイアログボックスが表示されます。ファイルを保存する PC での場所

を指定します。 

ステップ 7 Save をクリックします。

結果は PC 上の XML ファイルに保存されます。保存されたファイルには、次の

ような名前が付きます。

DialedNumberAnalyzerOutput_<dialeddigits>.xml

<dialeddigits> は、Dialed Digits フィールドに入力したダイヤル番号です。

ステップ 8 Download Complete ダイアログボックスで、Close をクリックして Save As の手順

を完了します。

（注） 保存した XML ファイルをブラウザで表示する方法については、「Dialed
Number Analyzer の出力ファイルの表示」を参照してください。

ステップ 9 Analyzer Output ウィンドウを閉じます。

追加情報

P.4-86 の「関連項目」を参照してください。
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トランクを使用した分析
Dialed Number Analyzer には Trunks ウィンドウがあり、インバウンド ダイヤル番

号を分析できるトランクを検索して一覧表示できます。トランクを検索して選択

し、ダイヤル番号を分析するには、次の項目を参照してください。

• トランクの検索（P.4-31）

• トランクを使用した分析の実行（P.4-33）

トランクの検索

デバイス名、説明、コーリング サーチ スペース、ルート パターン、デバイス

プール、ルート グループ、デバイス タイプにより、トランクを検索して一覧表

示できます。ここでは、トランクの検索手順について説明します。

手順

ステップ 1 Analysis > Trunks を選択します。

Find and List Trunks ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 最初の Find trunks where ドロップダウン リスト ボックスから、次のうちいずれ

かの条件を選択します。

• Device Name（デバイス名）

• Description（説明）

• Calling Search Space（コーリング サーチ スペース）

• Route Pattern（ルート パターン）

• Device Pool（デバイス プール）

• Common Profile（共通のプロファイル）

• Route Group（ルート グループ）

• Device Type（デバイス タイプ）
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（注） このドロップダウン リスト ボックスで選択した条件により、ゲートウェ
イの一覧の表示方法が決まります。たとえば Device Name を選択すると、
結果として生成される一覧の左側列として Name 列が表示されます。

（注） Route Pattern、Calling Search Space、Route Group のうちいずれかを選択す
ると、データベースで使用可能なオプションが表示されます。

ステップ 3 次の Find trunks where ドロップダウン リスト ボックスから、次のうちいずれか

の条件を選択します。

• begins with（が次の文字列で始まる）

• contains（が次の文字列を含む）

• ends with（が次の文字列で終わる）

• is exactly（が次の文字列と等しい）

• is not empty（が空ではない）

• is empty（が空である）

（注） Calling Search Space、Device Pool、Route Group、Common Profile、Device
Type のうちいずれかを最初のフィールドで選択した場合は、このフィー
ルドのドロップダウン リストから値を選択できます。

ステップ 4 ウィンドウごとに表示する項目数を指定します。

ステップ 5 適切な検索テキストを指定し（該当する場合）、Find をクリックします。

ヒント すべてのトランクを検索するには、検索テキストを入力せずに Find を
クリックするか、最初の Find trunks where ドロップダウン リスト ボッ
クスで Device Name、2 番目の Find trunks where ドロップダウン リスト
ボックスで「is not empty」を選択します。
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検索条件を満たすトランクの一覧が表示されます。 

このウィンドウにはレコード総数も表示されます。 

ステップ 6 検索されたトランクの次のセットを表示するには、Next をクリックします。

ステップ 7 レコードの一覧から、必要なレコードをクリックしてトランクを選択します。

Trunk Configuration ウィンドウが表示されます。

追加情報

P.4-86 の「関連項目」を参照してください。

トランクを使用した分析の実行

トランクを識別して選択したら、分析用の入力を行う必要があります。入力して

分析を実行するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 「トランクの検索」の手順を実行し、必要なトランクを検索します。

Trunk Configuration ウィンドウが表示されます。選択したトランクのデバイス情

報とコール ルーティング情報が表示されます。 

（注） Cisco Unified CallManager でそのトランク用に設定されているタイム
ゾーンが、Device Time Zone フィールドに表示されます。 

ステップ 2 Calling Party フィールドに発呼側番号を入力します。 

ステップ 3 ダイヤルする番号を Dialed Digits フィールドに入力します。
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ステップ 4 Cisco Unified CallManager で Time-of-Day ルーティングが有効になっている場合

は、分析のためにタイム ゾーン、日付、時刻の設定を選択します。Cisco Unified

CallManager で Time-of-Day ルーティングが無効である場合は、デフォルト設定

のままにします。 

（注） デフォルトでは、GMT Monrovia が表示されます。Cisco Unified 
CallManager のデフォルト システム時刻と異なる日時設定を選択できま
す。

• Dialed Number Analyzer が分析に使用するタイム ゾーンを Time Zone ドロッ
プダウン リスト ボックスから選択します。デフォルトでは、GMT Monrovia,
Casablanca が表示されます。

• Dialed Number Analyzer が分析に使用する年月日を Date ドロップダウン リス
ト ボックスから選択します。

• Dialed Number Analyzer が分析に使用する時、分、秒、ミリ秒を Time ドロッ
プダウン リスト ボックスから選択します。

ステップ 5 Do Analysis をクリックします。

Cisco Unified CallManager Dialed Number Analyzer は、トランク用に指定されてい

るコーリング サーチ スペースを使用してダイヤル番号を分析します。結果は、

Analyzer Output ウィンドウという新しいウィンドウに表示されます。結果を単に

表示するか、結果を PC にファイル形式で保存して後で使用できます。

結果を保存するには、ステップ 6、7、8、9 を実行します。結果を保存しない場

合は、ステップ 10 に進みます。

ステップ 6 結果を保存するには、ウィンドウの右上にある Save Result リンクをクリックし

ます。

File Download ダイアログボックスが表示されます。

ステップ 7 Save をクリックします。 

Save As ダイアログボックスが表示されます。ファイルを保存する PC での場所

を指定します。 
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ステップ 8 Save をクリックします。

結果は PC 上の XML ファイルに保存されます。保存されたファイルには、次の

ような名前が付きます。

DialedNumberAnalyzerOutput_<dialeddigits>.xml

<dialeddigits> は、Dialed Digits フィールドに入力したダイヤル番号です。

ステップ 9 Save As の手順を完了するには、Download Complete ダイアログボックスで Close

をクリックします。

（注） 保存した XML ファイルをブラウザで表示する方法については、「Dialed
Number Analyzer の出力ファイルの表示」を参照してください。

ステップ 10 Analyzer Output ウィンドウを閉じます。

追加情報

P.4-86 の「関連項目」を参照してください。
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分析出力の概要
実行した分析の結果には、ダイヤル番号コール フローに関する情報が含まれま

す。ここでは、Dialed Number Analyzer を使用して取得した分析結果の 6 つの例

を示します。それぞれの例では、さまざまなタイプの入力および Cisco Unified

CallManager 設定データを使用して取得した結果が示されます。ここでは、分析

出力のそれぞれの値についても説明します。 

「結果の概要」、「コール フローの詳細」、「代替一致」の 3 つのセクションでは、

結果について説明します。分析出力の情報を理解するには、次の項目を参照して

ください。

• 分析結果例（P.4-36）

• 結果の概要（P.4-60）

• コール フローの詳細（P.4-62）

• 代替一致（P.4-69）

分析結果例

ここでは、Dialed Number Analyzer を使用してさまざまな入力によって取得でき

る結果について理解できるように、例を挙げて説明します。「結果の概要」、「コー

ル フローの詳細」、「代替一致」では、分析結果で表示される可能性があるすべ

ての値について説明します。結果例には、Dialed Number Analyzer に提供した入

力のタイプから発生した値のみが含まれます。

例 1

この例では、Cisco Unified CallManager を次のように設定することが想定されて

います。

Phone：パーティション「DallasPartition」の 1360064

Line Calling Search Space：ALL（すべての CSS に DallasPartition および SJPartition

が含まれる）

Route Filter：RF-SJ（LONG-DISTANCE-DIRECT-DIAL EXISTS AND AREA-CODE

== 408）。このルート パターンでは RouteList「RL1」が選択されます。RL1 では

RG1、RG2、および RG3 が使用されます。 
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RG1 設定には、ルート グループ レベルの発呼側および着信側の変換とともに、

クラスタ間トランクが 10.77.31.206 として含まれます。RG2 設定には、QSIG ト

ンネル化プロトコルとともに、クラスタ間トランク 10.77.31.231 が含まれます。

RG3 設定には、1 つの Cisco AT ゲートウェイと 1 つの Cisco AS ゲートウェイが

含まれます。

Route Pattern：パーティション「SJPartition」の 9.@。

• Offnet Pattern (Outside Dial Tone) はオン

• Require Forced Authorization Code はオン

• Require Client Matter Code はオン

• Authorization Level = 155

ルート パターンは、RL1 ルート リストおよびルート フィルタ RF-SJ と関連付け

ます。

クラスタ間トランク 10.77.31.206 は次のように設定します。

• Tunneled Protocol：QSIG

• Call Classification：Use System Default

• Inbound Fast Start：無効

• Outbound Fast Start：有効

• Codec For Outbound FastStart：G711 mu-law 64k

クラスタ間トランク 10.77.31.231 は次のように設定します。

• Tunneled Protocol：QSIG

• Call Classification：Use System Default

• Inbound Fast Start：無効

• Outbound Fast Start：無効

この例を実行するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Dialed Number Analyzer にアクセスし、Analysis > Analyzer を選択します。

ステップ 2 Analyzer ウィンドウの Calling Party フィールドに 1360064 と入力します。 
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ステップ 3 Dialed Digits フィールドに 914089027872 と入力します。

ステップ 4 Calling Search Space ドロップダウン リスト ボックスから ALL を選択します。 

ステップ 5 Device Time Zone フィールドは、Cisco Unified CallManager システムの Time Zone、

Date、および Time の各フィールドのデフォルト値のまま残します。 

ステップ 6 Do Analysis をクリックします。 

結果は、Dialed Number Analyzer Results ウィンドウという新しいウィンドウに表

示されます。「結果の概要」で概要情報について説明します。 

ステップ 7 ウィンドウのすべてのノードを展開してすべての値を表示するには、Expand All

をクリックします。ウィンドウのすべてのノードを閉じるには、Collapse All を

クリックします。

（注） Dialed Number Analyzer Results ウィンドウが初めて表示されたときは、
Expand All ボタンと Collapse All ボタンの両方が有効になります。

結果については例 4-1 を参照してください。
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例 4-1 例 1 の分析結果

Results Summary 
Calling Party Information 
Calling Party = 1360064 
Partition = 
Device CSS = 
Line CSS = ALL 
AAR Group Name = 
AARCSS = 
Dialed Digits = 914089027872 
Match Result = RouteThisPattern 
Matched Pattern Information 
Pattern = 9.@ 
Partition = SJPartition 
Time Schedule = 
Called Party Number = 914089027872 
Time Zone = (GMT+05:30) Bombay, Calcutta, Madras, New Delhi, Colombo 
End Device = RL1 
CallClassification = OffNet 
InterDigit Timeout = NO 
Provide Outside Dial Tone) 

PlayedAfter = 9 
Call Flow 

Route Pattern :Pattern= 9.@ 
Positional Match List = 9:1:408:902:7872 
DialPlan = North American Numbering Plan 
Route Filter 
   Filter Name = RF-SJ 
   Filter Clause = (LONG-DISTANCE-DIRECT-DIAL EXISTS AND AREA-CODE == 408) 
Require Forced Authorization Code = Yes 
Authorization Level = 155 
Require Client Matter Code = Yes 
Network Location = OffNet 
PreTransform Calling Party Number = 1360064 
PreTransform Called Party Number = 914089027872 
Calling Party Transformations 
   External Phone Number Mask = NO 
   Calling Party Mask = 
   Prefix = 
   CallingLineId Presentation = Default 
   CallingName Presentation = Default 
   Calling Party Number = 1360064 
ConnectedParty Transformations 
   ConnectedLineId Presentation = Default 
   ConnectedName Presentation = Default 
Called Party Transformations 
   Called Party Mask = 
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   Discard Digits Instruction = 
   Prefix = 
   Called Number = 914089027872 

Route List :Route List Name= RL1 
RouteGroup :RouteGroup Name= RG1 
   PreTransform Calling Party Number = 1360064 
   PreTransform Called Party Number = 914089027872 
   Calling Party Transformations 
      External Phone Number Mask = Default 
      Calling Party Mask = 
      Prefix = 
      Calling Party Number = 1360064 
   Called Party Transformations 
      Called Party Mask = 
      Discard Digits Instructions = 
      Prefix = 
      Called Number = 914089027872 
   Device :Type= InterClusterTrunk-NonGatekeeperControlled 
      End Device Name = 10.77.31.206 
      PortNumber = 0 
      Device Status = UnKnown 
      AAR Group Name = 
      AAR Calling Search Space = 
      AAR Prefix Digits = 
      Inbound Fast Start = Disabled 
      Outbound Fast Start = Enabled 
      Codec For Outbound FastStart = G711 u-law 64K 
      Call Classification = Use System Default 
      Tunneled Protocol = QSIG 
      Calling Party Transformations 
         PreTransform Calling Party Number = 1360064 
         Calling Party Selection = Originator 
         Calling Party Presentation = Default 
         CallerID DN = 
         Calling Party Number = 1360064 
RouteGroup :RouteGroup Name= RG2 
   PreTransform Calling Party Number = 1360064 
   PreTransform Called Party Number = 914089027872 
   Calling Party Transformations 
      External Phone Number Mask = Default 
      Calling Party Mask = 
      Prefix = 
      Calling Party Number = 1360064 
   Called Party Transformations 
      Called Party Mask = 
      Discard Digits Instructions = 
      Prefix = 
      Called Number = 914089027872 



4-41
Cisco Unified CallManager Dialed Number Analyzer ガイド

OL-10652-01-J

第 4 章      Cisco Unified CallManager のダイヤル プラン設定の分析

分析出力の概要

   Device :Type= InterClusterTrunk-NonGatekeeperControlled 
      End Device Name = 10.77.31.231 
      PortNumber = 0 
      Device Status = UnKnown 
      AAR Group Name = 
      AAR Calling Search Space = 
      AAR Prefix Digits = 
      Inbound Fast Start = Disabled 
      Outbound Fast Start = Disabled 
      Call Classification = Use System Default 
      Tunneled Protocol = QSIG 
      Calling Party Transformations 
         PreTransform Calling Party Number = 1360064 
         Calling Party Selection = Originator 
         Calling Party Presentation = Default 
         CallerID DN = 
         Calling Party Number = 1360064 
RouteGroup :RouteGroup Name= RG3 
   PreTransform Calling Party Number = 1360064 
   PreTransform Called Party Number = 914089027872 
   Calling Party Transformations 
      External Phone Number Mask = Default 
      Calling Party Mask = 
      Prefix = 
      Calling Party Number = 1360064 
   Called Party Transformations 
      Called Party Mask = 
      Discard Digits Instructions = 
      Prefix = 
      Called Number = 914089027872 
   Device :Type= CiscoASGateway 
      End Device Name = SAA2433E7636576 
      PortNumber = 0 
      Device Status = UnKnown 
      AAR Group Name = 
      AAR Calling Search Space = 
       AAR Prefix Digits = 
   Device :Type= CiscoATGateway 
      End Device Name = SAA498968343345 
      PortNumber = 0 
      Device Status = UnKnown 
      AAR Group Name = 
      AAR Calling Search Space = 
       AAR Prefix Digits = 

Alternate Matches 
Note: Information Not Available
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追加情報

P.4-86 の「関連項目」を参照してください。

例 2

この例では、Cisco Unified CallManager を次のように設定することが想定されて

います。

Route Pattern：パーティション「SJPartition」の 9.@。

Route Filter：RF-SJ（LONG-DISTANCE-DIRECT-DIAL EXISTS AND AREA-CODE

== 408）。このルート パターンでは RouteList「RL1」が選択されます。RL1 では

RG1 が使用されます。

RG1 設定には、ルート グループ レベルの発呼側および着信側の変換とともに、

クラスタ間トランクが 10.77.31.206 として含まれます。10.77.31.206 ゲートウェ

イは CSS-AALL で設定します。すべての CSS には DallasPartition および

SJPartition が含まれます。

RG2 設定には、QSIG トンネル化プロトコルとともに、クラスタ間トランク

10.77.31.231 が含まれます。RG3 設定には、1 つの Cisco AT ゲートウェイと 1 つ

の Cisco AS ゲートウェイが含まれます。

Route Pattern：パーティション「SJPartition」の 9.@。

• Offnet Pattern (Outside Dial Tone) はオン

• Require Forced Authorization Code はオン

• Require Client Matter Code はオン

• Authorization Level = 155

ルート パターンは、RL1 ルート リストおよびルート フィルタ RF-SJ と関連付け

ます。

クラスタ間トランク 10.77.31.206 は次のように設定します。

• Tunneled Protocol：QSIG

• Call Classification：Use System Default

• InBound Fast Start：無効

• OutBound Fast Start：有効
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• Codec For Outbound Fast Start：G711 mu-law 64k

クラスタ間トランク 10.77.31.231 は次のように設定します。

• Tunneled Protocol：QSIG

• Call Classification：Use System Default

• InBound Fast Start：無効

• OutBound Fast Start：無効

電話は DN 254564 で設定します。電話の Ignore Presentation Indicators (internal calls

only) チェックボックスをオンにしてください。変換パターン 972813XXXX は

パーティション「DallasPartition」に存在し、Called Party Transformations は DN

254564 で設定します。

Provide Outside Dial Tone は、この変換パターンでオンになりません。

この例を実行するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Dialed Number Analyzer にアクセスし、Analysis > Trunks を選択します。

ステップ 2 「トランクの検索」の手順を実行し、設定されている一連のゲートウェイを検索

します。

ステップ 3 Find and List Trunks ウィンドウに表示されたレコードの一覧からゲートウェイ

10.77.31.206 を選択します。Trunk Configuration ウィンドウが表示されます。

ステップ 4 Trunk Configuration ウィンドウの Calling Party フィールドに 9728130064 と入力し

ます。

ステップ 5 Dialed Digits フィールドに 9728135054 と入力します。

ステップ 6 Time Zone、Date、および Time のドロップダウン リスト ボックスにはデフォル

ト値を残します。
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ステップ 7 Do Analysis をクリックします。 

結果は、Dialed Number Analyzer Results ウィンドウという新しいウィンドウに表

示されます。「結果の概要」で概要情報について説明します。 

ステップ 8 ウィンドウのすべてのノードを展開してすべての値を表示するには、Expand All

をクリックします。ウィンドウのすべてのノードを閉じるには、Collapse All を

クリックします。

（注） Dialed Number Analyzer Results ウィンドウが初めて表示されたときは、
Expand All ボタンと Collapse All ボタンの両方が有効になります。

結果については例 4-2 を参照してください。
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例 4-2 例 2 の分析結果

Results Summary 
Calling Party Information 

Calling Party = 9728130064 
Partition = 
Device CSS = ALL 
Line CSS = 
AAR Group Name = 
AARCSS = 

Dialed Digits = 9728135054 
Match Result = RouteThisPattern 
Matched Pattern Information 

Pattern = 254564 
Partition = 
Time Schedule = 

Called Party Number = 254564 
Time Zone = 
InterDigit Timeout = NO 
Provide Outside Dial Tone = NO 

Call Flow 
TranslationPattern :Pattern= 972813XXXX 

Positional Match List = 254564 
DialPlan = North American Numbering Plan 
Route Filter 
   Filter Name = 
   Filter Clause = 
PreTransform Calling Party Number = 9728130064 
PreTransform Called Party Number = 9728135054 
Calling Party Transformations 
   External Phone Number Mask = NO 
   Calling Party Mask = 
   Prefix = 
   CallingLineId Presentation = Default 
   CallingName Presentation = Default 
   Calling Party Number = 9728130064 
ConnectedParty Transformations 
   ConnectedLineId Presentation = Default 
   ConnectedName Presentation = Default 
Called Party Transformations 
   Called Party Mask = 254564 
   Discard Digits Instruction = 
   Prefix = 
   Called Number = 254564 

Directory Number :DN= 254564 
Partition = 
Call Classification = OnNet 
Forwarding Information 
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   ForwardAll : DN = VoiceMail = No CSS = 
   ForwardBusy 
      Internal : DN = VoiceMail = No CSS = 
      External : DN = VoiceMail = No CSS = 
   ForwardNoAnswer 
      Internal : DN = VoiceMail = No CSS = 
      External : DN = VoiceMail = No CSS = 
   ForwardNoCoverage 
      Internal : DN = VoiceMail = No CSS = 
      External : DN = VoiceMail = No CSS = 
   CFDF : DN = VoiceMail = No CSS = 
   ForwardUnregistered
      Internal : DN = VoiceMail = No VoiceMailBoxNumber = 254564 CSS = 
      External : DN = VoiceMail = No CSS = 
   Pickup Group Number = 

Device :Type= Cisco 7960 
Device Status = UnKnown 
Device Name = SEP487698944444 
Ignore Presentation Indicators = Enabled
LoggedIntoHuntGroups = Yes
Alerting Name = 
AAR Group Name = 
AAR Calling Search Space = 
AARVoiceMailEnabled = Yes
AARDestinationMask = 5656
AAR Prefix Digits = 

Alternate Matches 
Note: Information Not Available

追加情報

P.4-86 の「関連項目」を参照してください。

例 3

この例では、ダイヤル プラン設定にハント リストが含まれる場合、ハント パイ

ロット情報が分析結果にどのように表示されるかを示します。この例では、Cisco

Unified CallManager を次のように設定することが想定されています。

Hunt pilot：9043

90431 から 90440 までの 10 個のボイスメール ポートを設定します。

回線グループ VMLG には 10 個のポートが含まれます。 
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ハント リスト VMHL には回線グループ VMLG が含まれます。

Forward Hunt No Answer の設定は次のとおりです。

Use Personal Preference はオン

Destination = 30129

CSS = None

Forward Hunt Busy の設定は次のとおりです。

Use Personal Preference はオン

Destination = 30139

CSS = None

Maximum Hunt Timer = 5

この例を実行するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Dialed Number Analyzer にアクセスし、Analysis > Analyzer を選択します。

Analyzer ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 Calling Party フィールドに発呼側番号を入力します（デフォルトでは 1000 が表示

されます）。

ステップ 3 Dialed Digits フィールドに 9043 と入力します。

ステップ 4 Device Time Zone フィールドはデフォルト値のままにします。 

Cisco Unified CallManager がインストールされているサーバのオペレーティング

システムの日時情報を表す現地の日時が、デフォルトで表示されます。Cisco

Unified CallManager のシステム時刻と異なる日時設定を選択できます。

ステップ 5 Time Zone フィールド、Date フィールド、および Time フィールドはデフォルト

設定のままにします。
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ステップ 6 Do Analysis をクリックします。 

ステップ 7 結果は、Dialed Number Analyzer Results ウィンドウという新しいウィンドウに表

示されます。「結果の概要」で概要情報について説明します。 

ステップ 8 ウィンドウのすべてのノードを展開してすべての値を表示するには、Expand All

をクリックします。ウィンドウのすべてのノードを閉じるには、Collapse All を

クリックします。

（注） Dialed Number Analyzer Results ウィンドウが初めて表示されたときは、
Expand All ボタンと Collapse All ボタンの両方が有効になります。

結果については例 4-3 を参照してください。結果セクションでは、ハント リスト

情報を含むコール フロー セクションについてのみ詳述されます。
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例 4-3 例 3 の分析結果

Results Summary 
Calling Party Information 

Calling Party = 1000 
Partition = 
Device CSS = 
Line CSS = 
AAR Group Name = 
AARCSS = 

Dialed Digits = 9043 
Match Result = RouteThisPattern 
Matched Pattern Information 

Pattern = 9043 
Partition = 
Time Schedule = 

Called Party Number = 9043 
Time Zone = 
End Device = VMHL 
Call Classification = OffNet 
InterDigit Timeout = YES 
Provide Outside Dial Tone = NO 

Call Flow 
Hunt Pilot :Pattern= 9043 

Positional Match List = 9043 
DialPlan = North American Numbering Plan 
Route Filter 
   Filter Name = 
   Filter Clause = 
Hunt Forward Settings 
   Forward Hunt No Answer 
      Use Personal Preferences = Yes 
      Destination = 30129 
      Calling Search Space = 
   Forward Hunt Busy 
      Use Personal Preferences = Yes 
      Destination = 30139 
      Calling Search Space = 
   Maximun Hunt Timer = 5 
Network Location = OffNet 
PreTransform Calling Party Number = 1000 
PreTransform Called Party Number = 9043 
Calling Party Transformations 
   External Phone Number Mask = NO 
   Calling Party Mask = 
   Prefix = 
   CallingLineId Presentation = Default 
   CallingName Presentation = Default 
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   Calling Party Number = 1000 
ConnectedParty Transformations 
   ConnectedLineId Presentation = Default 
   ConnectedName Presentation = Default 
Called Party Transformations 
   Called Party Mask = 
   Discard Digits Instruction = 
   Prefix = 
   Called Number = 9043 

Hunt List :HuntListName= VMHL 
Line Group :LineGroupName= VMLG 
   Directory Number :DN= 90431 
      Partition = 
      Call Classification = OnNet 
      Device :Type= Cisco Voice Mail Port 
         Device Status = UnKnown 
         Device Name = CiscoUM1-VI1 
         Ignore Presentation Indicators = Disabled 
         Alerting Name = 
         AAR Calling Search Space = 
         AAR Prefix Digits = 
   + Directory Number :DN= 90432 
   + Directory Number :DN= 90433 
   + Directory Number :DN= 90434 
   + Directory Number :DN= 90435 
   + Directory Number :DN= 90436 
   + Directory Number :DN= 90437 
   + Directory Number :DN= 90438 
   + Directory Number :DN= 90439 
   + Directory Number :DN= 90440 

Alternate Matches 
Note: Information Not Available 

（注） 上の例の最終セクションには、最初のポートの詳細電話番号情報が示されていま

す。設定されている残りのポートについても同様の情報が表示されます。

追加情報

P.4-86 の「関連項目」を参照してください。
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例 4

この例では、電話のタイム ゾーン設定が Cisco Unified CallManager Administration

で特定タイム ゾーンに設定されている場合、Time-of-Day 設定の情報が分析結果

にどのように表示されるかを示します。この例の分析では、Analysis > Analyzer

で表示されるウィンドウに指定されているタイム ゾーン設定、日付設定、時刻

設定が使用されます。この例では、Cisco Unified CallManager を次のように設定

することが想定されています。

Time Period：DNATimePeriod1

DNATimePeriod1 は次のように設定します。

• Start Time = 9.00

• End Time = 12.00

• Repeat Every = Year On: Jun 15

Time Schedule：DNATimeSchedule1

DNATimeSchedule1 は DNATimePeriod1 に設定します。

Partition：DNAPartition1

DNAPartition1 は DNATimeSchedule1 に設定します。

DNAPartition1 が次のように設定されていることを確認します。

• Time Zone = Specific Time Zone, (GMT+5.30) Bombay, Calcutta, Madras, New
Delhi, Colombo

DNACSS1 は DNAPartition1 で設定します。

Phone：DN 36201 で SEP000000036201 を設定します。

電話 SEP000000036201 のパーティションは DNAPartition1。

この例を実行するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Dialed Number Analyzer にアクセスし、Analysis > Analyzer を選択します。

Analyzer ウィンドウが表示されます。
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ステップ 2 Calling Party フィールドに発呼側番号を入力します（デフォルトでは 1000 が表示

されます）。

ステップ 3 Dialed Digits フィールドに 36201 と入力します。

ステップ 4 Calling Search Space ドロップダウン リスト ボックスから DNACSS1 を選択しま

す。

ステップ 5 Time Zone ドロップダウン リストから、特定タイム ゾーン、(GMT+5.30) Bombay,

Calcutta, Madras, New Delhi, Colombo を選択します。 

ステップ 6 Date ドロップダウン リスト ボックスから、Cisco Unified CallManager のシステム

日付設定に従って、2004、Jun、15 を選択します。

ステップ 7 Time ドロップダウン リスト ボックスから、Cisco Unified CallManager のシステ

ム時刻設定に従って、11:30:0:0 を選択します。

ステップ 8 Do Analysis をクリックします。

ステップ 9 結果は、Dialed Number Analyzer Results ウィンドウという新しいウィンドウに表

示されます。「結果の概要」で概要情報について説明します。 

ステップ 10 ウィンドウのすべてのノードを展開してすべての値を表示するには、Expand All

をクリックします。ウィンドウのすべてのノードを閉じるには、Collapse All を

クリックします。

（注） Dialed Number Analyzer Results ウィンドウが初めて表示されたときは、
Expand All ボタンと Collapse All ボタンの両方が有効になります。

結果については例 4-4 を参照してください。 
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例 4-4 例 4 の分析結果

Results Summary 
Calling Party Information 

Calling Party = 1000 
Partition = 
Device CSS = 
Line CSS = DNACSS1 
AAR Group Name = 
AARCSS = 

Dialed Digits = 36201 
Match Result = RouteThisPattern 
Matched Pattern Information 
Pattern = 36201 

Partition = DNAPartition1 
Time Schedule = DNATimeSchedule1 

Called Party Number = 36201 
Time Zone = (GMT+05:30) Bombay, Calcutta, Madras, New Delhi, Colombo 
InterDigit Timeout = NO 
Provide Outside Dial Tone = NO 

Call Flow 
Directory Number :DN= 36201 

Partition = DNAPartition1 
Call Classification = OnNet 
Forwarding Information 
   ForwardAll : DN = VoiceMail = No CSS = 
   ForwardBusy 
      Internal : DN = VoiceMail = No CSS = 
      External : DN = VoiceMail = No CSS = 
   ForwardNoAnswer 
      Internal : DN = VoiceMail = No CSS = 
      External : DN = VoiceMail = No CSS = 
   ForwardNoCoverage 
      Internal : DN = VoiceMail = No CSS = 
      External : DN = VoiceMail = No CSS = 
   CFDF : DN = VoiceMail = No CSS = 
   ForwardUnregistered
      Internal : DN = VoiceMail = No VoiceMailBoxNumber = 36201 CSS = 
      External : DN = VoiceMail = No CSS = 
   Pickup Group Number = 
Device :Type= Cisco 7960 
   Device Status = UnKnown 
   Device Name = SEP000000036201 
   LoggenIntoHuntGroups = Yes
   Ignore Presentation Indicators = Disabled 
   Alerting Name = 
   AAR Group Name = 
   AAR Calling Search Space = 
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   AARVoiceMailEnabled = Yes
   AARDestinationMask = 5656
   AAR Prefix Digits = 

Alternate Matches 
Note: Information Not Available 

追加情報

P.4-86 の「関連項目」を参照してください。

例 5

この例では、タイム ゾーンが Originating Device として指定されている同一時間

帯の 2 つの電話間でコールが行われるとき、時刻設定情報がどのように表示され

るかを示します。この例では、Cisco Unified CallManager を次のように設定する

ことが想定されています。

時間帯 DNATimePeriod1 は次のように設定します。

Start Time=9.00

End Time=12.00

Repeat Every Year=Jun 1

スケジュール DNATimeSchedule1 は次のように設定します。

Time period=DNATimePeriod1

DNAPartition1 というパーティションを挿入します。

DNAPartition1 は次のように設定します。

• Time Schedule=DNATimeSchedule1

• Time Zone=Originating Device

DNACSS-1 というコーリング サーチ スペースを挿入します。DNAPartition1 パー

ティションをこの CSS に追加してください。

電話 SEP000000036201 を挿入し、DN、36201 を割り当てます。

電話のパーティションとして DNAPartition1 を選択します。

この例を実行するには、次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 Dialed Number Analyzer にアクセスし、Analysis > Analyzer を選択します。

Analyzer ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 Calling Party フィールドに発呼側番号を入力します（デフォルトでは 1000 が表示

されます）。

ステップ 3 Dialed Digits フィールドに 36201 と入力します。

ステップ 4 Calling Search Space ドロップダウン リスト ボックスから DNACSS1 を選択しま

す。

ステップ 5 Device Time Zone ドロップダウン リスト ボックスから Greenwich Mean Time

(GMT); Dublin, Edinburgh, London, Lisbon を選択します。

ステップ 6 Time Zone ドロップダウン リストから、(GMT+05:30): Bombay, Calcutta, Madras,

New Delhi, Colombo を選択します。

ステップ 7 Date ドロップダウン リスト ボックスから、2004、Jun、15 を選択します。

ステップ 8 Time ドロップダウン リスト ボックスから 15:30:0:0 を選択します。

ステップ 9 Do Analysis をクリックします。

ステップ 10 結果は、Dialed Number Analyzer Results ウィンドウという新しいウィンドウに表

示されます。「結果の概要」で概要情報について説明します。 

ステップ 11 ウィンドウのすべてのノードを展開してすべての値を表示するには、Expand All

をクリックします。ウィンドウのすべてのノードを閉じるには、Collapse All を

クリックします。

（注） Dialed Number Analyzer Results ウィンドウが初めて表示されたときは、
Expand All ボタンと Collapse All ボタンの両方が有効になります。
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結果については例 4-5 を参照してください。 

例 4-5 例 5 の分析結果

Results Summary 
Calling Party Information 

Calling Party = 1000 
Partition = 
Device CSS = 
Line CSS = DNACSS1 
AAR Group Name = 
AARCSS = 

Dialed Digits = 36201 
Match Result = RouteThisPattern 
Matched Pattern Information 

Pattern = 36201 
Partition = DNAPartition1 
Time Schedule = DNATimeSchedule1 

Called Party Number = 36201 
Time Zone = (GMT) Greenwich Mean Time; Dublin, Edinburgh, London, Lisbon 
InterDigit Timeout = NO 
Provide Outside Dial Tone = NO 

Call Flow 
Directory Number :DN= 36201 

Partition = DNAPartition1 
Call Classification = OnNet 
Forwarding Information 
   ForwardAll : DN = VoiceMail = No CSS = 
   ForwardBusy 
      Internal : DN = VoiceMail = No CSS = 
      External : DN = VoiceMail = No CSS = 
   ForwardNoAnswer 
      Internal : DN = VoiceMail = No CSS = 
      External : DN = VoiceMail = No CSS = 
   ForwardNoCoverage 
      Internal : DN = VoiceMail = No CSS = 
      External : DN = VoiceMail = No CSS = 
   CFDF : DN = VoiceMail = No CSS = 
   ForwardUnregistered
      Internal : DN = VoiceMail = No VoiceMailBoxNumber = 36201 CSS = 
      External : DN = VoiceMail = No CSS = 
   Pickup Group Number = 
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Device :Type= Cisco 7960 
   Device Status = UnKnown 
   Device Name = SEP000000036201 
   Ignore Presentation Indicators = Disabled 
   LoggedIntoHuntGroups = Yes
   Alerting Name = 
   AAR Group Name = 
   AAR Calling Search Space = 
   AARVoiceMailEnabled = Yes
   AARDestinationMask = 5656
   AAR Prefix Digits = 

Alternate Matches 
Note: Information Not Available 

追加情報

P.4-86 の「関連項目」を参照してください。

例 6

この例では、コールをパークし、あらかじめ選択されたパーク コードに転送す

る場合、ダイレクト コールパークの設定がどのように表示されるかを示します。

この例では、Cisco Unified CallManager を次のように設定することが想定されて

います。

Directed CallPark Number/Range = 2200

Partition：None

Reversion Number：

Use Specified Number のチェックボックスをオンにする

Number = 2345

Calling Search Space：None

Retrieval Prefix = 1145 

この例を実行するには、次の手順を実行します。
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手順

ステップ 1 Dialed Number Analyzer にアクセスし、Analysis > Analyzer を選択します。

ステップ 2 Analyzer ウィンドウの Calling Party フィールドに 1000 と入力します。

ステップ 3 Dialed Digits フィールドに 2200 と入力します。

ステップ 4 Time Zone、Date、および Time のドロップダウン リスト ボックスにはデフォル

ト値を残します。

ステップ 5 Do Analysis をクリックします。

結果は、Dialed Number Analyzer Results ウィンドウという新しいウィンドウに表

示されます。「結果の概要」で概要情報について説明します。

ステップ 6 ウィンドウのすべてのノードを展開してすべての値を表示するには、Expand All

をクリックします。ウィンドウのすべてのノードを閉じるには、Collapse All を

クリックします。

（注） Dialed Number Analyzer Results ウィンドウが初めて表示されたときは、Expand All
ボタンと Collapse All ボタンの両方が有効になります。

結果については例 4-6 を参照してください。
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例 4-6 例 6 の分析結果

Results Summary 
Calling Party Information 

Calling Party = 1000 
Partition = 
Device CSS = 
Line CSS = 
AAR Group Name = 
AARCSS = 

Dialed Digits = 2200 
Match Result = BlockThisPattern 
Called Party Number = 
Matched Pattern Information 

Pattern = 2200 
Partition = 
Time Schedule = 
Pattern Type = Directed CallPark Code Number 

ReversionNumber 
Type = UseSpecifiedNumber 
Number = 2345 

RetreivalPrefix = 1145 
Time Zone = 
InterDigit Timeout = NO 
Allow Device Override = Disabled 
Outside Dial Tone = NO 
Call Flow 

Note: Information Not Available 
Alternate Matches 

Note: Information Not Available 

追加情報

P.4-86 の「関連項目」を参照してください。
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結果の概要

分析結果の Results Summary セクションはダイヤル番号分析結果の概要であり、

ここには発呼側情報や一致パターン情報が表示されます。

（注） このセクションに説明が含まれないフィールドには、Cisco Unified CallManager
Administration で指定されたとおりにデータが表示されます。これらのフィール

ドの詳細については、『Cisco Unified CallManager アドミニストレーション ガイ

ド』を参照してください。

Calling Party Information（発呼側情報）

Calling Party：すべての変換を適用した後の発呼側番号。

Partition：最終発呼側が属すパーティション。

Device CSS：コールに使用するデバイスに関連するコーリング サーチ スペース。

Line CSS：発呼側番号に関連するコーリング サーチ スペース。

AAR Group Name：このパターンが属す自動振替ルーティング（AAR）グループ。 

AAR CSS：発呼側デバイスが AAR の実行時に使用するコーリング サーチ スペー

ス。

Dialed Digits：ユーザが Dialed Digits フィールドに入力した番号。

Match Result：コールがルートされたかブロックされたかを示します。

RouteThisPattern または BlockThisPattern が表示されます。

（注） Analysis > Phones、Analysis > Gateways、Analysis > Trunks で表示されるウィン

ドウを使用して分析を実行する場合は、特定デバイスをコール エンティティと

して選択するので、回線固有の情報およびデバイス固有の情報が結果に表示され

ます。Analysis > Analyzer で表示されるウィンドウから分析を実行する場合は、

Cisco Unified CallManager で設定されているデバイスにリンクしていない発呼側

番号を入力します。回線固有の情報およびデバイス固有の情報は、この手順で取

得した分析結果の Results Summary セクションに表示されません。 
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Matched Pattern Information（一致パターン情報）

• Pattern：最終パターン一致を指定します。

• Partition：この最終パターンが存在するパーティション。

• Time Schedule：このパターンが存在するパーティション用に選択されたスケ

ジュールの名前。

Pattern Type：ミートミー会議番号、コール パーク コード番号、ダイレクト コー

ル パーク、コール ピックアップ番号。ダイヤル番号が機能パターン タイプに一

致する場合に限って、このフィールドは表示されます。

Called Party Number：最終着信側番号。 

Time Zone：一致パターンに関連するデバイスのタイム ゾーン情報。

Interdigit Timeout：コールを最終デバイスにルートする場合の時間遅延を指定し

ます。 

End Device：コールがルートされた最終デバイス。ダイヤル番号がルート パター

ンと一致する場合に限り、このフィールドは表示されます。

OffNetPattern (OutsideDialTone)：Cisco Unified CallManager Administration でこの

フィールドをオンにしたかオフにしたかによって、OffNet または OnNet が表示

されます。

（注） 代行受信パターンの場合、デバイス固有情報は表示されず、パターン タイプを

示すタグが表示されます。

追加情報

P.4-86 の「関連項目」を参照してください。
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コール フローの詳細

結果の Call Flow セクションには、変換パターン、ルート パターン、ルート リス

ト、ルート グループ、エンド デバイスなど、コールが通過するすべてのステー

ジに関する詳細情報が表示されます。

Call Flow セクションに表示される結果については、次の項目を参照してくださ

い。

• 変換パターン（P.4-63）

• ルート パターン（P.4-64）

• ハント パイロット（P.4-65）

• 電話番号（P.4-66）

• デバイス情報（P.4-67）

（注） このセクションに説明が含まれないフィールドには、Cisco Unified CallManager
Administration で指定されたとおりにデータが表示されます。これらのフィール

ドの詳細については、『Cisco Unified CallManager アドミニストレーション ガイ

ド』を参照してください。

－ Calling Party Transformations：次の変換のような、エンド デバイスに固

有の変換。

－ Pretransform Calling Party Number：エンド デバイスの発呼側変換設定を

適用する前の発呼側番号。

－ Calling Party Selection：発信元や最後のリダイレクト番号などになる可能

性がある選択内容。

－ Calling Party Presentation

－ Calling Party Number：エンド デバイスの発呼側変換設定を適用した後の

発呼側番号。
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変換パターン

ダイヤル番号が設定済み変換パターンに一致する場合は、ダイヤル番号に関する

情報が Translation Pattern セクションに表示されます。

表示されるフィールドは次のとおりです。

• Hunt Pilot :Pattern：一致するハント パイロット パターン。

• Positional Match List：パターンと関連したダイヤル番号の位置。 

• DialPlan：この変換パターンが常駐する番号計画。

• Route Filter：ダイヤル番号に適用されるルート フィルタ。

－ Filter Name：変換パターンに関連するルート フィルタ名。

－ Filter Clause：変換パターンに関連するルート フィルタ条件。

• Pretransform Calling Party Number：変換パターンの発呼側変換設定を適用す

る前の発呼側番号。

• Pretransform Called Party Number：変換パターンの着信側変換設定を適用する

前の着信側番号。

• Calling Party Transformations：変換パターンの発呼側変換設定が表示されま

す。 

－ External Phone Number Mask：Cisco Unified CallManager Administration で
このフィールドをオンにしたかオフにしたかによって、Yes または No
が表示されます。

－ Calling Party Mask

－ Prefix

－ Calling Party Presentation

－ Calling Party Number：変換パターンの発呼側変換設定を適用した後の発

呼側番号。

• Called Party Transformations：次の設定のような、変換パターンの着信側変換

設定が表示されます。

－ Called Party Mask

－ Discard Digit Instructions

－ Prefix

－ Called Number：変換パターンの発呼側変換設定を適用した後の発呼側番

号。
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ルート パターン

Route Pattern サブセクションには、ダイヤル番号がルート パターンに一致する場

合、ダイヤル番号のルート パターン詳細に関する情報が表示されます。

• Route pattern:Pattern：一致するルート パターン。

• Positional Match List：パターンと関連したダイヤル番号の位置が表示されま

す。

• DialPlan：このルート パターンが常駐する番号計画。

• Route Filter

－ Filter Name：ルート パターンに関連するルート フィルタ名。

－ Filter Clause：ルート パターンに関連するルート フィルタ条件。

• Require Forced Authorization Code：Cisco Unified CallManager Administration で
このフィールドをオンにしたかオフにしたかによって、Yes または No が表

示されます。

• Authorization Level：Cisco Unified CallManager Administration で指定されてい

る認証レベルが表示されます。

• Require Client Matter Code：Cisco Unified CallManager Administration でこの

フィールドをオンにしたかオフにしたかによって、Yes または No が表示さ

れます。

• Pretransform Calling Party Number：ルート パターンの発呼側変換設定を適用

する前の発呼側番号。

• Pretransform Called Party Number：ルート パターンの着信側変換設定を適用す

る前の着信側番号。

• Calling Party Transformations：次の設定のような、ルート パターンの発呼側

変換設定が表示されます。

－ External Phone Number Mask：Cisco Unified CallManager Administration で
このフィールドをオンにしたかオフにしたかによって、Yes または No
が表示されます。

－ Calling Party Mask

－ Prefix

－ Calling Party Presentation

－ Calling Party Number：ルート パターンの発呼側変換設定を適用した後の

発呼側番号。
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• Called Party Transformations：次の設定のような、ルート パターンの着信側変

換設定が表示されます。

－ Called Party Mask

－ Digit Discarding Instructions

－ Prefix

－ Called Number：ルート パターンの発呼側変換設定を適用した後の発呼

側番号。

ハント パイロット

このセクションには、ハント リスト、回線グループ、ハント転送の設定に関す

る情報が含まれます。

• Hunt List: HuntList Name：ルート リストの名前。

• LineGroup: LineGroup Name：このルート リストに含まれるルート グループ

の名前。

• Pretransform Calling Party Number：ルート グループの発呼側変換設定を適用

する前の発呼側番号。

• Pretransform Called Party Number：ルート グループの着信側変換設定を適用す

る前の着信側番号。

• Calling Party Transformations：次の設定のような、ルート グループの発呼側

変換設定が表示されます。

－ External Phone Number Mask：Cisco Unified CallManager Administration で
このフィールドをオンにしたかオフにしたかによって、Yes または No
が表示されます。

－ Calling Party Mask

－ Prefix

－ Calling Party Number：ルート グループの発呼側変換設定を適用した後の

発呼側番号。

• Called Party Transformations：次の設定のような、ルート グループの着信側変

換設定が表示されます。

－ Called Party Mask

－ Discard Digit Instructions

－ Prefix
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－ Called Number：ルート グループの発呼側変換設定を適用した後の発呼

側番号。

• Hunt Forward Settings

－ Forward Hunt No Answer：ハント パイロットが一致する場合のコール転

送設定。

Use Personal Preferences：Cisco Unified CallManager Administration でこの
フィールドをオンにしたかオフにしたかによって、Yes または No が表
示されます。 

Destination：応答がない場合のコール転送の着信番号が表示されます。

Calling Search Space：転送着信先（Busy または No Answer のうちどちら
か該当するもの）が存在するコーリング サーチ スペースが表示されま
す。

－ Forward Hunt Busy：

Use Personal Preferences：Cisco Unified CallManager Administration でこの
フィールドをオンにしたかオフにしたかによって、Yes または No が表
示されます。

Destination：応答がない場合のコール転送の着信番号が表示されます。

Calling Search Space：転送着信先（Busy または No Answer のうちどちら
か該当するもの）が存在するコーリング サーチ スペースが表示されま
す。

• Maximum Hunt Timer：Cisco Unified CallManager Administration の Maximum
Hunt Timer フィールドに指定されている値が表示されます。

電話番号

ダイヤル番号が DN 番号に一致する場合、Directory Number サブセクションには

DN に関する詳細情報が表示されます。 

• Directory Number: DN：電話番号。

－ Partition：DN が常駐するパーティション。

－ Device Location

－ Forwarding Information：DN に関連する転送設定が表示されます。転送
動作は、コールが内部ユーザからであるか外部ユーザからであるかに
よって異なります。次の転送設定が表示されます。

－ Forward All : DN

－ Forward Busy
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Internal : DN

External : DN

－ Forward No Answer

Internal : DN

External : DN

－ Forward No Coverage

Internal : DN

External : DN

－ Forward Unregistered

Internal : DN

External : DN

デバイス情報

• Device :Type：デバイスのタイプ。

－ End Device Name：エンドポイント デバイスの名前。

－ Device Status：エンド デバイスのステータスとして、Registered、
Unregistered、Unknown のいずれかが示されます。

－ Logged Into Hunt group：Cisco Unified CallManager Administration で 
LoggedIntoHuntGroup をオンにしたかオフにしたかによって、Yes または

No が表示されます。

－ AAR Group Name：このデバイスが属す AAR グループ。

－ AAR Calling Search Space：このエンド デバイスが属す AAR コーリング

サーチ スペース。

－ AAR Voice Mail Enabled：Cisco Unified CallManager Administration で AAR
Voice Mail Enabled をオンにしたかオフにしたかによって、Yes または

No が表示されます。

－ AAR Destination Mask：ダイヤルする AAR 転送先の判別に使用する AAR
転送先マスク。

－ AAR Prefix Digits：この AAR グループ内で AAR に使用するプレフィッ

クス番号。

－ Caller ID DN：トランクからのアウトバウンド コールにおける発信者 ID
のフォーマットに使用するマスク。
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• Inbound Fast Start：Cisco Unified CallManager Administration で Inbound Fast Start
をオンにしたかオフにしたかによって、Enabled または Disabled が表示され

ます。

• Outbound Fast Start：Cisco Unified CallManager Administration で Outbound Fast
Start をオンにしたかオフにしたかによって、Enabled または Disabled が表示

されます。

• Codec For Outbound FastStart：Cisco Unified CallManager Administration で Codec
for Outbound FastStart に指定されている値が表示されます。

• Call Classification：Cisco Unified CallManager Administration で選択されている

値により、OffNet、OnNet、Use System Default、None のうちいずれかが表示

されます。

• Tunneled Protocol：Cisco Unified CallManager Administration で Tunneled Protocol
フィールドに設定されている値により、QSIG または None が表示されます。

• Ignore Presentation Indicators：発呼側のプレゼンテーション設定を内部コール

で無視するかどうかが示されます。

• Alerting Name：Cisco Unified CallManager で電話用に選択されている呼び出

し側の名前が示されます。 

追加情報

P.4-86 の「関連項目」を参照してください。
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代替一致

このセクションには、ダイヤル番号の最適な一致の検索中に分析プロセスで調べ

られたすべての代替一致が表示されます。

（注） このセクションに説明が含まれないフィールドには、Cisco Unified CallManager
Administration で指定されたとおりにデータが表示されます。これらのフィール

ドの詳細については、『Cisco Unified CallManager アドミニストレーション ガイ

ド』を参照してください。

この出力は次の形式で表示されます。

• Partition : Name：ルート パターンが存在するパーティション。

• Pattern

－ Route Pattern：ルート パターンの名前。

－ Pattern Type：パターン タイプ。Translation または Enterprise になります。

－ Network Location：ルート パターンのネットワークの場所を示します。

OffNet または OnNet になります。

－ CallManager Device Type：一致したデバイスがアクセス デバイスである

かユーザ デバイスであるかを示します。

（注） パターンに関連する設定により、その他のパターンが表示されることがありま

す。

追加情報

P.4-86 の「関連項目」を参照してください。
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番号の削除命令およびダイヤル パターンのダンプ
Cisco Unified CallManager の各ダイヤル プラン設定では、番号の削除命令（DDI）

を含む着信側変換情報が指定されます。Dialed Number Analyzer では、分析する

Cisco Unified CallManager のダイヤル プランで指定されている DDI を表示できま

す。

このツールでは、分析する Cisco Unified CallManager のダイヤル プランで設定さ

れているゲートウェイと電話に関連する、すべてのダイヤル パターンを表示す

ることもできます。ダイヤル プランで指定されている DDI またはダイヤル パ

ターンの情報を表示するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Analysis > Dump DA Information を選択します。

Dump Options ウィンドウが表示されます。

ステップ 2 Select Dump Option フィールドで、Discard Digit Instructions オプション ボタンま

たは Dialing Forest オプション ボタンをクリックします。

ステップ 3 Select Viewing Option フィールドで、次のうちいずれかの処理を行います。

• 番号の削除命令またはダイヤル フォレストの情報をブラウザ ウィンドウに
表示するには、Open File in Browser オプション ボタンをクリックします。

• 番号の削除命令またはダイヤル フォレストの情報をファイルに保存するに
は、Save File オプション ボタンをクリックします。

ステップ 4 Finish をクリックします。

番号の削除命令またはダイヤル フォレストの情報をブラウザで表示することを

選択した場合は、結果が同じウィンドウに表示されます。
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番号の削除命令またはダイヤル フォレストの情報をファイルに保存することを

選択した場合は、File Download ダイアログボックスが表示されます。ファイル

を保存するには、次の手順を実行します。

a. Save をクリックします。 

Save As ダイアログボックスが表示されます。ファイルを保存する PC での
場所を指定します。 

b. Save をクリックします。

結果は、ステップ 2 で番号の削除命令を選択したかダイヤル フォレストを
選択したかにより、DialPlanForest.txt または DiscardDigitInstructions.txt とい
うテキスト ファイルに保存されます。

追加情報

P.4-86 の「関連項目」を参照してください。
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Dialed Number Analyzer の出力ファイルの表示
電話、ゲートウェイ、トランクを使用して実行した分析の結果を保存すると、結

果は XML ファイルとして PC に保存されます。この出力ファイルは、Dialed

Number Analyzer を使用してブラウザで取得して表示できます。出力ファイルを

表示するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Analysis > View File を選択します。

ステップ 2 View File ウィンドウが表示されます。

ステップ 3 Select a File to View フィールドで Browse をクリックします。必要な出力ファイ

ルが置かれている PC 上の場所に移動し、出力ファイルを選択します。出力ファ

イルの例を次に示します。

DialedNumberAnalyzerOutput_1001.xml

1001 は、分析中に指定したダイヤル番号を表します。

ステップ 4 View File をクリックします。 

出力ファイルは、Dialed Number Analyzer Results という新しいウィンドウに表示

されます。

Results Summary を展開すると、概要が表示されます。詳細を表示するには、プ

ラス アイコンをクリックし、必要な結果セクションを展開します。

ステップ 5 結果を表示したら、Dialed Number Analyzer Results ウィンドウを閉じます。

追加情報

P.4-86 の「関連項目」を参照してください。
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Multiple Analyzer を使用した分析
複数のダイヤル プランをサポートする機能を使用すると、ダイヤル プランに対

して複数の分析を行い、一括してテストできます。 

Dialed Number Analyzer（DNA）には Multiple Analyzer ウィンドウがあり、分析に

必要なデータの一覧を含む CSV ファイルを選択できます。DNA は CSV ファイ

ルを処理し、一括出力結果を表示します。

インストール時に DNATemplate.xlt は、圧縮され DNATemplate.zip としてサーバ

にインストールされます。このテンプレートを使用すると、発呼側番号およびそ

れに対応するダイヤル番号、コーリング サーチ スペース、デバイスのタイム

ゾーン、タイム ゾーン、日時情報の複数のセットを含む CSV ファイルを作成で

きます。

DNA の Multiple Analyzer ウィンドウを使用すると、このファイルのアップロー

ドまたはダウンロードを行うことができます。

DNA テンプレートを使用して CSV 入力ファイルを作成する方法、入力ファイル

のアップロードまたはダウンロードを行う方法、ファイルの内容を表示する方

法、選択した入力ファイルを分析する方法については、次の項目を参照してくだ

さい。

• DNA テンプレートを使用した多重分析用 CSV データ ファイルの作成

（P.4-74）

• 多重分析用テキストベース CSV ファイルの作成（P.4-76）

• Multiple Analyzer の CSV ファイル形式（P.4-77）

• 入力ファイルのアップロード（P.4-80）

• CSV ファイルの内容の表示（P.4-81）

• アップロードした CSV データ ファイルの削除（P.4-81）

• アップロードした CSV データ ファイルの分析（P.4-82）
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DNA テンプレートを使用した多重分析用 CSV データ ファイルの作成

カンマ区切り値（CSV）データ ファイルを作成するには、DNA のインストール

中にサーバに保存される DNATemplate.xlt ファイルを使用します。 

DNATemplate.zip ファイルは、Upload/Download Input File ページからローカル マ

シンにダウンロードできます。詳細については、P.4-80 の「入力ファイルのアッ

プロード」を参照してください。

ZIP ファイルを解凍すると、DNATemplate.xlt ファイルを取得できます。

DNA テンプレートを使用して CSV データ ファイルを作成するには、次の手順を

実行します。

手順

ステップ 1 DNA テンプレートを開くには、DNATemplate.xlt ファイルを特定してダブルク

リックします。

ステップ 2 要求されたら、スプレッドシート機能を使用するために Enable Macros をクリッ

クします。

ステップ 3 DNA オプションを表示するには、スプレッドシート下部の DNA タブをクリック

します。

ステップ 4 デフォルト値の列に、Calling Party Number フィールド、Dialed Digits フィールド、

Device Time Zone フィールド、Time Zone フィールド、Date For Analysis フィール

ド、Time For Analysis フィールドが表示されます。入力ファイルのレコードごと

に変更する必要がないフィールドに、対応するデフォルト値を入力します。 

たとえば 2004 年 12 月 12 日のデータを分析する場合は、Date For Analysis デフォ

ルト値フィールドにこの値を入力するか、ポップアップ カレンダーからこの

データを選択します。DNA テンプレートから CSV 形式に情報をエクスポートす

るとき、この日付は、作成されるすべての行に入力されます。 
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（注） Device Time Zone および Time Zone に値を入力するには、対応するドロッ
プダウン リストを使用するか、DNATemplate.xlt の TimeZone Index タブ
でリストからインデックス番号を入力します。Device Time Zone と対応
するインデックス値については、表 4-1 を参照してください。

ステップ 5 必要に応じて、対応する列のデフォルト以外のフィールドに情報を入力します。

（注） コーリング サーチ スペース（CSS）を発呼側およびダイヤル番号と関連
付ける場合は、Cisco Unified CallManager Administration で設定されている
正しい CSS 値を入力します。コーリング サーチ スペースの詳細につい
ては、『Cisco Unified CallManager アドミニストレーション ガイド』を参
照してください。

（注） CSV ファイルには、最大 500 個のエントリを多重分析用に追加できます。 

ステップ 6 Export to CSV Format をクリックします。表示されるダイアログボックスに、

CSV ファイルの保存場所を入力します。

追加情報

P.4-86 の「関連項目」を参照してください。
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多重分析用テキストベース CSV ファイルの作成

多重分析用のデータ入力に DNA テンプレートを使用する代わりに、値をカンマ

で区切った ASCII テキストの行を使用し、カンマ区切り値（CSV）ファイルを作

成できます。

多重分析用 CSV テキスト ファイルを作成するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 テキスト エディタ、または CSV ファイルのエクスポートか作成ができるアプリ

ケーションを開きます。

ステップ 2 個別の行を使用し、Cisco Unified CallManager に追加する各分析の値を入力しま

す。

• フィールドを空白のままにする場合でも、カンマ区切り文字を必ず含めま
す。 

• 空白行のある CSV ファイルを挿入すると、エラーが発生します。

CSV データ ファイル形式の詳細については、P.4-77 の「Multiple Analyzer の CSV

ファイル形式」を参照してください。

ステップ 3 完成したファイルを保存します。

追加情報

P.4-86 の「関連項目」を参照してください。



4-77
Cisco Unified CallManager Dialed Number Analyzer ガイド

OL-10652-01-J

第 4 章      Cisco Unified CallManager のダイヤル プラン設定の分析

Multiple Analyzer を使用した分析

Multiple Analyzer の CSV ファイル形式

次のサンプルは、フィールドの長さ、およびテキストベースの CSV ファイル形

式でフィールドが省略可能であるか必須であるかを示します。

Calling Party Number（必須、数字、#、*、A、B、C、D、24 文字まで）, Dialed

Digits（必須、数字、#、*、A、B、C、D、24 文字まで）, Calling Search Space

（省略可能、Cisco Unified CallManager Administration で設定されている有効な CSS

名にする必要がある）, Device Time Zone（省略可能、1 から 53 までの数字）,

Time Zone（省略可能、1 から 53 までの数字）, Date For Analysis（省略可能、

YYYY-MMM-DD という形式にする必要がある）, Time For Analysis（省略可能、

HH:MM:SS という形式にする必要がある）

Device Time Zone フィールドおよび Time Zone フィールドのタイム ゾーンに対応

するインデックス値（1 から 53）を判断するには、表 4-1 を参照してください。

表 4-1 Device Time Zone のインデックス値

Device Time Zone インデックス値

(GMT-12:00) Eniwetok, Kwajalein 1

(GMT-11:00) Midway Island, Samoa 2

(GMT-10:00) Hawaii 3

(GMT-09:00) Alaska 4

(GMT-08:00) Pacific Time (US & Canada); Tijuana 5

(GMT-07:00) Arizona 6

(GMT-07:00) Mountain Time (US & Canada) 7

(GMT-06:00) Central Time (US & Canada) 8

(GMT-06:00) Mexico City, Tegucigalpa 9

(GMT-06:00) Saskatchewan 10

(GMT-05:00) Bogota, Lima 11

(GMT-05:00) Eastern Time (US & Canada) 12

(GMT-05:00) Indiana (East) 13

(GMT-04:00) Atlantic Time (Canada) 14

(GMT-04:00) Caracas, La Paz 15
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(GMT-03:30) Newfoundland 16

(GMT-03:00) Brasilia 17

(GMT-03:00) Buenos Aires, Georgetown 18

(GMT-02:00) Mid-Atlantic 19

(GMT-01:00) Azores, Cape Verde Is. 20

(GMT) Greenwich Mean Time; Dublin, Edinburgh, London, Lisbon 21

(GMT) Monrovia, Casablanca 22

(GMT+01:00) Amsterdam, Berlin, Stockholm, Rome, Bern, Vienna 23

(GMT+02:00) Athens, Helsinki, Istanbul 24

(GMT+02:00) Cairo 25

(GMT+02:00) Eastern Europe 26

(GMT+01:00) Brussels, Paris, Madrid, Copenhagen 27

(GMT+01:00) Prague, Warsaw, Budapest 28

(GMT+02:00) Harare, Pretoria 29

(GMT+02:00) Israel 30

(GMT+03:00) Baghdad, Kuwait, Nairobi, Riyadh 31

(GMT+03:00) Moscow, St. Petersburg, Kazan, Volgograd 32

(GMT+03:30) Tehran 33

(GMT+04:00) Baku, Yerevan, Tbilisi 34

(GMT+04:30) Kabul 35

(GMT+05:00) Islamabad, Karachi, Tashkent 36

(GMT+05:30) Bombay, Calcutta, Madras, New Delhi, Colombo 37

(GMT+06:00) Almaty, Dhaka 38

(GMT+07:00) Bangkok, Jakarta, Hanoi 39

(GMT+08:00) Beijing, Chongqing, Urumqi 40

(GMT+08:00) Hong Kong, Perth, Singapore, Taipei 41

(GMT+09:00) Tokyo, Osaka, Sapporo, Seoul, Yakutsk 42

(GMT+09:30) Adelaide 43

表 4-1 Device Time Zone のインデックス値（続き）

Device Time Zone インデックス値
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サンプル 1
1000,20,,4,37,2005-Jun-9,3:00:59,
1000,30,,4,37,2005-Jun-9,3:00:59,
1000,40,CSS1,4,37,2005-Jun-9,3:00:59,

（注） 入力データの各行の末尾にカンマを入力してください。

追加情報

P.4-86 の「関連項目」を参照してください。

(GMT+09:30) Darwin 44

(GMT+10:00) Brisbane 45

(GMT+10:00) Melbourne, Sydney 46

(GMT+10:00) Guam, Port Moresby, Vladivostok 47

(GMT+10:00) Hobart 48

(GMT+11:00) Magadan, Solomon Is., New Caledonia 49

(GMT+12:00) Fiji, Kamchatka, Marshall Is. 50

(GMT+12:00) Wellington, Auckland 51

(GMT+04:00) Abu Dhabi, Muscat 52

(GMT+05:00) Ekaterinburg 53

表 4-1 Device Time Zone のインデックス値（続き）

Device Time Zone インデックス値
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入力ファイルのアップロード

DNA が CSV データ ファイルにアクセスできるようにするため、前の手順で作成

したデータ ファイルを Cisco Unified CallManager パブリッシャ データベース

サーバにアップロードする必要があります。

CSV データ ファイルをアップロードするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Analysis > Multiple Analyzer を選択します。

ステップ 2 ウィンドウの右上にある Upload/Download Input Files リンクをクリックします。

ステップ 3 Upload/Download Input Files ウィンドウが表示されます。 

ステップ 4 入力ファイルをアップロードするには、CSV ファイルを保存しているディレク

トリを入力するか、Browse ボタンを使用してディレクトリを選択します。 

ステップ 5 Upload File をクリックします。CSV ファイルがサーバにアップロードされます。 

（注） DNA テンプレートをダウンロードして CSV データ ファイルを作成する
には、Download Template Files の下にある Download リンクをクリック
し、ローカル マシンにファイルを保存します。

追加情報

P.4-86 の「関連項目」を参照してください。



4-81
Cisco Unified CallManager Dialed Number Analyzer ガイド

OL-10652-01-J

第 4 章      Cisco Unified CallManager のダイヤル プラン設定の分析

Multiple Analyzer を使用した分析

CSV ファイルの内容の表示

CSV ファイルの内容を確認してから分析することができます。 

CSV ファイルの内容を表示するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 Analysis > Multiple Analyzer を選択します。

ステップ 2 File Name フィールドのドロップダウン リスト ボックスから CSV ファイルを選

択します。このボックスには、P.4-80 の「入力ファイルのアップロード」の手順

を実行して Cisco Unified CallManager サーバにアップロードしたすべてのファイ

ルが一覧表示されます。

ステップ 3 View File Contents をクリックします。 

ステップ 4 選択した CSV ファイルの情報が、別のウィンドウに表示されます。

追加情報

P.4-86 の「関連項目」を参照してください。

アップロードした CSV データ ファイルの削除

アップロードした CSV ファイルを削除するには、次の手順を実行します。 

手順

ステップ 1 Analysis > Multiple Analyzer を選択します。

ステップ 2 ウィンドウの右上にある Upload/Download Input Files リンクをクリックします。

ステップ 3 Upload/Download Input Files ウィンドウが表示されます。 

ステップ 4 ウィンドウの右上にある Delete Uploaded Files リンクをクリックします。
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ステップ 5 サーバにアップロードされているすべての CSV ファイルの一覧が、View/Delete

Uploaded Files ウィンドウに表示されます。 

（注） ウィンドウ上部のテキスト ボックスに条件を入力して Find をクリック
すると、特定のファイルを検索できます。

ステップ 6 ファイル名の横のチェックボックスをオンにして、一覧から削除するファイルを

選択します。

ステップ 7 Delete Selected をクリックします。 

ステップ 8 選択したファイルを削除するには、確認ダイアログボックスで OK をクリックし

ます。ファイルの削除をキャンセルするには、Cancel をクリックします。

追加情報

P.4-86 の「関連項目」を参照してください。

アップロードした CSV データ ファイルの分析

さまざまな入力セットの多重分析では、発呼側番号、それに対応するダイヤル番

号、CSS、最終分析結果（ルート / ブロック）で構成される、各入力セットが行

ごとの形式でまとめられた、統合された結果が出ます。 

アップロードした CSV データ ファイルを分析するには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Analysis > Multiple Analyzer を選択します。

ステップ 2 分析する CSV ファイルを File Name ドロップダウン リスト ボックスから選択し

ます。
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ステップ 3 Do Analysis をクリックします。分析結果は別のウィンドウに表示されます。

注意 多重分析では多くの CPU リソースが消費されるので、データベースのパフォー

マンスに大きな影響があります。多重分析は、ネットワーク トラフィックが最

も少ない時間帯に実行してください。 

（注） 多重分析は 1 度に 1 つしか実行できません。

ステップ 4 結果の各行の詳細な分析を表示するには、View Details をクリックします。 

（注） ファイルの保管場所は、
C:\CiscoWebs\DialedNumberAnalyzer\Results\MultiAnalysis_Date_Time です。
場所に含まれている Date と Time は、分析が開始された日付と時刻です。

ステップ 5 結果ファイルを CSV 形式で保存するには、Save Results をクリックします。 

追加情報

P.4-86 の「関連項目」を参照してください。
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トレース設定ファイルの表示
トレース ファイルを使用すると、ツールの機能的な問題を追跡できます。Dialed

Number Analyzer のトレース ファイルは、Dialed Number Analyzer がインストール

されているサーバに書き込まれます。トレース ファイルの書き込み機能を有効

にするか無効にするかは、Dialed Number Analyzer の Service Control ウィンドウ

から選択できます。ここでは、トレース ファイルの書き込みの有効化および無

効化の手順について説明します。

この機能を有効にするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Dialed Number Analyzer において Service > Control Center を選択します。

Control Center ウィンドウに、Trace Configuration オプションの現在のステータス

が表示されます。 

ステップ 2 現在のステータスが Disabled の場合は、対応する Action 列で Enable をクリック

します。

この機能が有効になり、PC 上の次の場所にトレース ファイルが書き込まれます。

C:\Program Files\Cisco\Trace\DNA

このファイルは次の形式で表示されます。

DNA_indexNo.txt

<indexNo> の範囲は 1 から 250 です。
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トレース ファイルの書き込み機能を無効にするには、次の手順を実行します。

手順

ステップ 1 Dialed Number Analyzer において Service > Control Center を選択します。

Control Center ウィンドウに、Trace Configuration オプションの現在のステータス

が表示されます。現在のステータスは、Enabled と表示されます。 

ステップ 2 対応する Action 列で、Disable をクリックします。

この処理により、この機能は無効になります。

追加情報

P.4-86 の「関連項目」を参照してください。
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関連項目
• データベースの同期（P.4-3）

• Analyzer ウィンドウを使用した簡単な分析（P.4-5）

• 電話を使用した分析（P.4-8）

• ゲートウェイを使用した分析（P.4-14）

• トランクを使用した分析（P.4-31）

• 分析出力の概要（P.4-36）

• 番号の削除命令およびダイヤル パターンのダンプ（P.4-70）

• Dialed Number Analyzer の出力ファイルの表示（P.4-72）

• Multiple Analyzer を使用した分析（P.4-73）

• トレース設定ファイルの表示（P.4-84）
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